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6１
近
江
を
拠
点
に
活
動
し
た
面
打
井
関
家
は
、
越
前
の
出
目
家
と
並
び
、
世
襲
面
打
の
二
大
家
系
と
し
て
能
面
史
に
す
こ
ぶ
る
大
き
な
位
置を占めている。出目家の伝承を基にまとめられた『大野出目家伝書」『面打秘伝書』『仮面譜』が、いずれも戦国期
か
ら
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
面
打
の
家
系
と
し
て
井
関
家
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
、
井
関
家
の
存
在
が
、
出
目
家
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
いものであったことを示していよう。その井関家の人物として、『仮面譜」は、上総介親信・次郎左衛門・備中橡・
河内家重の四代にわたる系譜を掲げ、『大野出目家伝書」は、井関次郎左衛門上総介親信・備中家政・井関河内家重
の三人の名を挙げている。従来の能面研究では、両書に見える系図をもとに井関家について論述されるのが常であっ
たが、近年の研究によって、その系図には誤りが多く含まれていることが明らかになっている。すなわち、斎藤望氏
「面打井関家の系譜」（『彦根城博物館研究紀要」八号、平成九年）は、鞍打井関家の系譜資料に拠って、面打井関家の
系
譜
の
再
検
討
を
試
み
ら
れ
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
面
打
ち
・
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」
二
月
刊
文
化
財
』
四
二
七
号
、
平
成
十
一
年
）
は、大光坊幸賢の新たな作例を紹介するとともに、井関家の多くの作品群を傭鰍して、能面史における井関家の位置
面
打
井
関
考
は
じ
め
に
宮
本
圭
造
6２
井
関
の
現
存
作
例
の
う
ち
、
最
も
古
い
年
記
を
持
つ
の
が
、
土
佐
神
社
蔵
の
尉
面
で
あ
る
（
写
真
①
）
。
土
佐
神
社
に
は
長
宗
我
部
氏
の
寄
進
と
伝
わ
る
五
十
一
面
も
の
能
面
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
水
損
の
被
害
を
受
け
た
ら
し
く
、
す
で
に
彩
色
層
が
失
わ
れ
、
木
地
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
右
の
尉
面
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
来
彩
色
層
に
隠
れ
て
い
た
は
ず
の
墨
書
銘
が
露
わ
に
な
っ
て
お
り
、
作
者
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
。
今
で
は
、
そ
の
墨
書
銘
も
擦
れ
の
た
め
に
判
読
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
に
よ
っ
て
解
読
し
た
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。
を
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
井
関
家
に
は
『
仮
面
譜
」
が
伝
え
る
四
代
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
多
く
の
井
関
姓
の
面
打
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
「
仮
面
譜
』
に
見
え
る
四
代
は
、
必
ず
し
も
同
一
の
家
系
で
は
な
く
、
次
郎
左
衛
門
家
の
系
譜
と
十
兵
衛
家
の
系
譜
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
井
関
家
の
系
譜
に
関
し
て
は
、
依
然
と
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
次
郎
左
衛
門
家
と
十
兵
衛
家
と
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
歴
代
の
生
没
年
、
活
動
時
期
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
井
関
家
の
現
存
作
例
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
文
献
資
料
を
博
捜
し
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
、
井
関
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
になっているが、
江
州
坂
田
北
郡
住
人
井
関
［
上
源
親
信
作
也
千時享［禄］
八
月
十
六
日
、
井
関
上
総
守
と
そ
の
周
辺
［上総守］
元
年
､打井関考龍
右
の
墨
書
銘
の
う
ち
、
［
］
で
括
っ
た
箇
所
は
、
従
来
判
読
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
、
あ
る
い
は
判
読
に
疑
問
符
が
付
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
行
目
の
［
］
は
、
墨
書
銘
が
額の毅の部分に重なっているために筆跡が明確でなく、
こ
れ
ま
で
は
判
読
不
能
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
｜
宇
目は「上」の第一画目と第三画目が鮮明に残っており、
「上」と見てまず間違いないであろう。また、その下の
方は眼窩の部分にかかっているため、文字の存在が不明
確であったが、角度を変えて撮影した赤外線写真によっ
て
、
三
字
目
が
「
守
」
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
た
（写真②）。その「守」の上の字は「総」と読むことが可
能
で
、
こ
の
部
分
は
「
上
総
守
」
と
解
読
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
行
Ⅱ
の
［
］
は
木
地
の
表
面
が
擦
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
墨
書
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
井
関
家
の
活
動
時
期
か
ら
類
推
し
て
「
禄
」
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、
斎
藤
望
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
注
意
を
喚
起
し
た
ように、享禄元年（一五二八）に改元されたのは八月一一十
日
で
あ
り
、
十
六
日
の
時
点
で
は
い
ま
だ
改
元
が
な
さ
れ
て
い
な
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
土
佐
神
社
蔵
の
尉
而
に
よ
っ
て
、
井
関
上
総
守
親
信
と
い
う
而
打
の
実
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
井
関
親信は、「大野出ｎ家伝書』「仮面譜』等．が井関家の初代として名前を挙げている井関上総介親信に該当する人物と見
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
上
総
守
」
と
「
上
総
介
」
と
で
官
途
名
に
剛
鵬
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
大
野
出
日
家
伝
書
」
『仮而譜』が伝える「上総介」の名乗りを誤伝と見るべきで、「上総守」が正しいと思われる。井関「上総介」の官途
名
を
記
す
戦
国
期
の
資
料
が
皆
無
で
あ
る
の
に
対
し
、
井
関
「
上
総
守
」
の
存
在
を
示
す
同
時
代
資
料
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
文
学
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
笹
野
堅
氏
の
ノ
ー
ト
「
雑
録
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
笹
野
文
庫
蔵
）
の
中
に
、
「
江
北
大
光
作
」
と
刻
銘
の
あ
る
小
面
の
見
取
り
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
小
而
の
木
地
上
に
は
「
井
関
上
総
守
四
い点が大きな問題となる。「享徳」元年（’四五二）の可能性
も
考
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
享
徳
元
年
で
は
十
五
世
紀
に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
り
、
而
打
井
関
の
活
動
時
期
か
ら
す
る
と
早
す
ぎ
る
。
そ
の
た
め
、
斎
藤
氏
も
通
説
の
享
禄
元
年
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
と
い
え
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
詳
細
に
墨
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
亭
□
元
年
」
の
四
角
部
分
に
、
「禄」の髪の下半分の筆跡がかろうじて確認できた。「徳」と
読
む
の
は
か
な
り
困
難
な
書
体
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
は
「
享
禄
元
年
」
と
読
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
斎
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
た
改
元
時
期
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
確
な
解
答
を
見
出
し
難
い
が
、
享
録
可
能
性
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。
享
禄
と
改
元
さ
れ
た
後
に
、
』
面
制
作
の
開
始
年
月
を
遡
っ
て
記
し
た
Ｉ
写真②土佐神社蔵尉･面赤外線写真
６５面打井関考
男
」
の
「
西
之
坊
恵
鎮
」
が
作
っ
た
旨
の
弘
治
四
年
の
墨
書
銘
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
江
北
大
光
」
は
後
に
詳
述
す
る
面
打
・
大
光
坊幸賢のことであるが、右の墨書銘に見える「井関上総守」が、土佐神社の尉面を作った井関親信と同人の可能性が
高
い
の
で
あ
る
。
井
関
親
信
の
官
途
名
が
「
上
総
介
」
で
は
な
く
「
上
総
守
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
有
力
な
傍
証
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
井
関
「
上
総
守
」
に
関
わ
る
重
要
な
資
料
が
存
在
す
る
。
広
瀬
良
弘
氏
「
戦
国
社
会
に
お
け
る
禅
僧
・
禅
寺
の
授
戒活動ｌ近江浅井氏・美濃岩手氏とその家臣団を中心にｌ」（『禅と地域社会』、平成二十一年、吉川弘文館）に紹介さ
れ
る
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
徳
昌
寺
は
前
身
を
医
王
寺
と
い
い
、
応
永
年
間
に
大
源
派
の
禅
僧
、
通
峰
を
開
山
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
通
峰
は
世
阿
弥
が
参
学
し
た
補
巌
寺
竹
窓
の
門
弟
に
あ
た
る
。
戦
国
期
に
入
る
と
、
徳
昌
寺
は
近
江
浅
井
氏
や
隣
国
美
濃
の
岩
手
氏
の
外
護
を
受
け
、
同
寺
お
よ
び
そ
の
関
連
寺
院
（
徳
昌
寺
四
世
盛
庵
正
碩
が
開
山
と
な
っ
た
禅
瞳
寺
な
ど
）
で
、
浅
井
氏
・
岩
手
氏
と
その家臣への授戒会を度々行った。「徳昌寺戒帳」は、天文四年（一五三五）以降の一一一十二年間にこれらの寺院で開催
さ
れ
た
授
戒
会
で
戒
名
を
授
け
ら
れ
た
四
百
二
十
一
人
の
名
簿
で
あ
り
、
そ
の
授
戒
者
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
浅
井
氏
な
ど
と
交
じ
っ
て
、
多
く
の
井
関
姓
の
人
物
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
の
存
在
自
体
は
、
早
く
『
近
江
国
坂
田
郡
誌
』
に
そ
の
一
部
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
井
関
姓
の
人
物
が
散
見
す
る
こ
と
も
既
知
の
事
柄
に
属
す
る
が
、
『
近
江
国
坂
田
郡
誌
」
に
所
収
の
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
は
記
事
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
既
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
体
の
ご
く
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
未
紹
介
の
部分に、井関上総守をはじめ、井関家に関わる人物の名がざらに多く見出されるのである。そこで、「徳昌寺戒帳」
に
見
え
る
、
井
関
家
の
人
物
と
思
し
き
分
を
全
て
抜
き
出
し
、
授
与
さ
れ
た
戒
名
、
「
戒
帳
」
に
記
載
の
俗
名
、
授
戒
年
月
日
の
一
覧
を
に見える、井館
以下に掲げる。
慶
香
永
恩
井
関
安
房
殿
御
内
井
関
三
郎
兵
衛
殿
御
内
天
文
四
年
十
二
月
十
五
日
同
6６
永
寿
寿
慶
昌
源 周寿
光鶴
永等寿寿
玉鶴椿芳
寿
超
喝
食
寿
昌
妙
錦
、水玉
宗
林 日甲水 寿等芳鶴
理
慶
大
姉
井
関
二
郎
三
郎
殿
井
関
源
七
殿
之
内
井
関
右
近
殿
之
子
息
小
法
師
殿
天
文
十
六
年
八
月
九
日
井
関
八
郎
兵
衛
殿
之
女
房
達
井
関
次
郎
左
衛
門
殿
之
内
井
関
七
郎
殿
同
八
郎
兵
衛
殿
之
内
同
七
郎
殿
之
内
井
関
七
郎
殿
之
母
儀
井
関
六
郎
次
郎
殿
母
儀
井
関
七
郎
兵
衛
殿
子
息
井
関
与
三
郎
殿
母
儀
御
菊
井
関
兵
衛
三
郎
殿
内
井
関
次
郎
左
衛
門
殿
内
御
駒
井
関
七
郎
次
郎
殿
御
内
井関浄椿息女
井
関
七
郎
殿
母
儀
井
関
七
郎
殿
同同 同同 同（再授）
同（再授）
天文十五年二月十八日（再授）
同 同同天
文
六
年
九
月
二
十
八
日
同同同同同同
６７面打井関考
宗
才
井
関
備
中
殿
之
子
息
弘
治
二
年
八
月
十
五
日
宗
貞
備
中
守
殿
御
内
永
禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日
井
関
党
宗
俊
上
総
守
殿
同
宗
玉
上
総
守
殿
御
内
同
慶
瑞
次
郎
衛
門
殿
同
信
堅
備
中
守
殿
同
右に見える井関姓の人物については、後にあらためて考察することにしたいが、ここでまず注目しておきたいのは、
永禄十一年（一五六八）二月一一十一日に授戒した人物の中に「井関党宗俊」を名乗る人物がおり、その俗名に「上総守
殿」とあって、「井関上総守」の存在が確認されることである。井関家の授戒者が多く見える中で、この人物の戒名
にのみ「井関党」の名が冠されているのは、彼が当時、井関家を代表する地位にあったことを物語るものであろう。
そして、この「井関上総守」と、土佐神社蔵の尉面の作者・井関上総守親信との関係が注目されるが、永禄十一年と
土佐神社蔵尉面が制作された享禄元年とでは四十年の開きがあり、同一人物とするにはいささか跨踏されるところで
あ
る
。
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
に
見
え
る
井
関
「
上
総
守
」
は
、
井
関
上
総
守
親
信
の
次
代
に
あ
た
り
、
息
子
も
ま
た
親
信
の
官
途
名
で
あ
る
上総守を襲ったものと現段階では考えておきたい。
その「徳昌寺戒帳」と同じく、戦国期の井関家の人物の名が多く見える資料に、「伊福貴社奉加帳」「伊富貴大菩薩
奉加帳」も挙げられる。表題の通り、近江伊吹社に寄進をした人々の名簿であり、「近江国坂田郡志』に翻刻が載る。
これらの奉加帳にも、近江北郡の郷士の名が数多く記載され、戦国期の北近江の住人にどのような人物がいたかを知
る
こ
と
の
で
き
る
好
資
料
で
あ
る
。
前
者
の
「
伊
富
貴
大
菩
薩
奉
加
帳
」
に
は
、
天
文
十
年
十
二
月
に
寄
進
を
し
た
人
物
と
し
て
、
井
関
6８
その井関親信以後の系譜については、明確な資料が伝わらない。「仮面譜』は親信の次代として次郎左衛門、さら
に次代として備中橡の名を挙げているが、この系譜がほとんど信頼に足るものでないことは、斎藤望氏が指摘する通
りである。そのような中で、多くの研究者が、年代等の状況証拠から見て井関親信の後継者の作ではないかと見てい
るのが、篠山能楽資料館蔵の般若面である。この面には、剥落した彩色の下の木地に「江州北郡住／井関親政作」
「永禄元年壬六月吉日」の墨書が、また面裏の鼻の部分には「◇」の細工印があり、井関親政の作と知られるもので
ある。墨書のうち「永禄」の箇所は、木に欠損があったらしく、後世、その部分に補材が嵌めこまれており、現状の
墨書は大部分がその補材の上に書かれていて、墨書の信瀝性にはやや疑問も残されているが、オリジナルの木地上に
僅
か
に
残
る
墨
書
の
筆
跡
は
、
「
永
禄
」
の
文
字
の
一
部
と
見
て
何
ら
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
永
禄
元
年
に
は
確
か
に
閏
六
月
七郎次郎・井関七郎の名が、後者の「伊富貴大菩薩奉加帳」には、天文五年五月の寄進者として、井関上総・井関六
郎
次
郎
・
井
関
七
郎
次
郎
・
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
・
井
関
弥
九
郎
・
七
条
井
関
右
近
・
七
条
井
関
下
総
守
・
井
関
兵
衛
三
郎
・
井
関
女
郎
の名が見える。そして、この「伊富貴大菩薩奉加帳」にも、寄進者の一人として「井関上総」の名が挙がっている。
右は、年代からして、井関上総守親信と同一人物と見て差し支えないであろう。しかも、この「井関上総」の寄進額
は「五百文」で、井関一党の中で群を抜いて多い額であるばかりでなく、全ての寄進者の中でも最上位に位置する額
となっている。井関一党で「井関上総」に次ぐのは、「弐十疋」を寄進している「井関次郎左衛門尉」「井関下総守」
の二人であるが、このことは、井関が近江北郡の有力な郷士であって、「井関上総」がその井関一党を代表する地位
に
あ
っ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
、
井
関
上
総
守
以
後
の
系
譜
而打.井関考鯛
そ
の
親
信
以
後
の
井
関
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
い
に
参考になると思われるのが、『日本馬術史』（昭和十六年、
大
日
本
騎
道
会
）
第
十
四
篇
「
馬
具
」
所
載
の
鞍
打
井
関
の
花
押
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
斎
藤
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
面
打
井
関
家と鞍打井関家との関連を示す資料として着目されたもの
で
あ
る
が
、
下
に
そ
の
一
部
分
を
引
用
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い（写真③）。
ここには鞍打井関家が馬鞍に記した花押や細工印などと
（｜）
と
も
に
、
代
々
の
系
譜
に
関
す
る
情
報
が
見
露
え
る
。
鞍
打
井
関
家
の
があったことから、この年記は十分に信頼に足るものといえよう。その作風も、永禄のものと見て何ら矛盾がない。
も
っ
と
も
、
こ
の
井
関
親
政
な
る
人
物
が
『
仮
面
譜
』
に
井
関
家
の
二
代
目
と
し
て
見
え
る
「
次
郎
左
衛
門
」
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』
は
井
関
家
の
初
代
を
上
総
介
親
信
、
二
代
目
を次郎左衛門としているが、これはもともと『大野出目家伝書』に「河内四代の祖を井関次郎左術門上総介親信と云
ふ」とあるのに基づく記事らしく、その『大野出目家伝書』には、井関親信が次郎左衛門を名乗っていたことは見え
るものの、二代目の名乗りについては全く一一一一口及がないのである。井関親信の名乗りが「次郎左術門」であったとする
と、その息子も同じく次郎左衛門を名乗っていた可能性は高いといえるが、息子の次郎左衛門と般若面を作った井関
親
政
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
確
証
も
、
ま
た
親
政
の
名
乗
り
が
次
郎
左
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
確
か
な
資
料
も
、
何
一
つ
残
さ
れ
て
い
な
い
。
議薇『露：…鞠掌
組僻鑿鰯γ藁濡気
馳一鱈溌臺轤Ⅷ蝋
罰…鐇犠衞鑛
ｄ
挺
暑
＠
え
瓠 団
田
熟
洩
駈
上挫与蝕名罰山証弧宙因
計
驫
．
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写真③「11本馬術史」所収鞍打井関
家花押
、7０
こ
れ
に
対
し
、
面
打
関
係
の
資
料
に
も
、
井
関
家
政
な
る
人
物
の
存
在
を
伝
え
る
も
の
が
散
見
す
る
。
そ
の
一
つ
は
「
大
野
出
目
家
伝
書』であり、そこには「河内四代の祖を井関次郎左衛門上総介親信と云ふ（中略）、入道して休心と号す、河内の親備
中
は
名
乗
家
政
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
井
関
河
内
の
親
と
し
て
家
政
の
名
が
見
え
る
。
鞍
打
関
係
の
資
料
が
伝
え
る
「
親
信
子
」
の
「
家
政
」
と
は
年
代
が
合
わ
な
い
が
、
井
関
次
郎
左
衛
門
親
信
の
系
譜
を
引
く
人
物
と
し
て
家
政
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
観
世
文
庫
蔵
『
諸
家
花
押
控
」
（
謡
本
や
面
・
鼓
胴
な
ど
に
見
え
る
能
役
者
等
の
花
押
を
書
き写した控帳）にも、「井関次郎左衛門ノ判／家政（花押この署名・花押が転記されている（写真④）。これは恐らく能
面
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
た
銘
を
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
井
関
家
政
な
る
面
打
の
存
在
が
窺
わ
れ
、
し
か
も
、
そ
（一一）
譜
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
系
譜
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
依
拠
資
料
の
名
称
・
所
在
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
何
に
拠
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
蔵
『
鞍
打
印
形
」
所
載
の
「
形
内
三
十
二
人
内
井
関
十
一
代
」
に
も
、
同
じ
く
鞍
打
井
関
家
の
花
押
を
集
め
た
同
様
の
記
述
が
見
え
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同
じ
く
江
戸
期
に
編
纂
さ
れ
た
鞍
打
の
花押を集めた書物に基づいて書かれたものなのであろう。その「日本馬術史」に、「貞宗弟子」として見える「井関
二
郎
左
衛
門
親
信
」
が
井
関
上
総
守
親
信
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
鞍
打
印
形
』
に
は
、
同
じ
花
押
に
つ
い
て
「
貞
宗
ノ
伝
永
正
ノ
頃
井
関
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
年
代
的
に
も
符
合
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
井
関
二
郎
左
衛
門
親
信
」
の
次
に
、
「
親
信
子
／
家
政
／
上
総
助
法
名
遠
山
源
久
居
士
」
の
花
押
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鞍
打
関
係
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
井
関
親
信
の
次
代
は
、
親
政
で
は
な
く
、
家
政
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
親
政
の
名
は
家
政
の
次
に
見
え
、
「
家
政
養
子
／
親
政
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
井
関
親
信
か
ら
数
え
て
三
代
目
に
あ
た
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
井
関
親
信
ｌ
家
政
ｌ
親
政
と
い
う
の
が
、
鞍
打
関
係
資
料
が
伝
え
る
井
関
家
の
系
７１面打井関考
の
名
乗
り
が
次
郎
左
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、
家
政
が
井
関
次
郎
左
衛
門
親
信
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
『
諸
家
花
押
控
」
に
見える井関次郎左衛門家政の花押が、「日本馬術史」に「親信子／家
政
」
の
も
の
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
花
押
と
形
状
が
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
小
浜
市
立
図
書
館
蔵
「
鞍
打
印
形
」
に
見
え
る
同
人
の
花
押
は
、
『
諸
家
花
押
控」のそれに、より一層酷似しており（写真⑤）、面打の井関次郎左衛
門
家
政
と
、
鞍
打
井
関
親
信
の
子
家
政
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
家
政
の
活
動
期
に
つ
い
て
、
「
鞍
打
印
形
」
が
「
天
文
ノ
比
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
鞍
打
関
係
の
資
料
は
、
こ
の
家
政
の
養
子
に
あ
た
る
の
が
親
政
で
あ
る
、
と
す
る
。
家
政
と
親
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
確
か
な
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
栗
原
信充の「鞍鐙新書」巻四「鞍鐙工譜」（内閣文庫蔵）に「井関次郎左衛
門
親
政
ハ
親
信
の
次
男
に
し
て
家
政
の
弟
な
り
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
人
の
『武器袖鏡」所載の鞍打井関家系譜にも、「井関二郎左衛門家政」の次
代
と
し
て
「
二
郎
左
衛
門
親
政
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
傍
ら
に
「
為
兄
子
嗣
業
」
と
あ
る
こ
と
が
、
斎
藤
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
鞍
鐙
新
書
』
「
武
器
袖
鏡
」
は
い
ず
れ
も
親
信
・
家
政
・
親
政
の
三
代
を
江
戸
前
期
の
人
物
と
す
る
な
ど
、
写真④ 観世文庫蔵「諸家
花押控』所収の井
関家政花押
写真⑤小浜市立図書館蔵「鞍打印形」（右から二つ
目が井関家政のものと思われる花押）
7２
前述の「伊富貴大菩薩奉加帳」には、天文五年（一五三六）の寄進者として、「井関上総」とともに「井関次郎左衛
門尉」の名が見えるが、以上の諸説を総合すると、「井関上総」が親信、「井関次郎左衛門尉」が家政に該当すること
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
井
関
次
郎
左
衛
門
は
、
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
に
よ
れ
ば
、
天
文
四
年
の
時
点
で
す
で
に
妻
を
持
っ
て
い
た
由
が
見
え
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
、
お
お
よ
そ
永
正
年
間
（
一
五
○
四
～
一
五
二
一
）
あ
た
り
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
後
述
の
如
く
、
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
が
永
正
八
年
（
一
五
二
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
兄
と
目
さ
れ
る
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
の
生
年がこれ以前であるのは間違いないから、永正初年頃の生まれの可能性がもっとも高いといえよう。なお、「徳昌寺
戒
帳
」
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
授
戒
者
の
中
に
「
井
関
党
宗
俊
」
と
し
て
「
上
総
守
」
の
名
が
見
え
る
の
は
、
先
の
井
関
上
総
守
親信では年代が合わず、井関次郎左衛門家政を指すものと思われる。親信の没後に、父の官途名「上総守」を襲った
のであろう。同じ日に「上総守殿御内」も授戒して「宗玉」という戒名を授かっている。天文四年に授戒した「井関
次
郎
左
衛
門
殿
内
」
の
戒
名
が
す
な
わ
ち
「
永
玉
」
で
、
両
者
の
戒
名
は
「
玉
」
字
が
共
通
す
る
。
夫
が
授
戒
し
た
際
に
、
自
ら
も
再
授
し
て
、
も
と
も
と
授
か
っ
て
い
た
戒
名
の
一
宇
を
活
か
し
た
新
た
な
戒
名
を
授
か
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
一方、井関親政については、生没年を知る手がかりが残されていない。鞍打関係の資料が伝えるように、親政が家
政
の
弟
で
あ
り
、
そ
の
後
、
家
政
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
両
者
の
年
齢
に
は
少
な
く
と
も
十
五
歳
近
い
開
き
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
井
関
家
政
の
生
年
が
永
正
初
年
で
、
親
政
が
こ
れ
よ
り
十
五
歳
ほ
ど
年
少
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
永
正
十
五
す
る
資
料
に
も
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
う
な
り
、
後
を
継
い
だ
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
その記述内容には多くの矛盾が含まれているが、親政が家政の養子であったことは『日本馬術史』などにも見えると
ころであり、家政と親政の関係に関して一一一一口えば、おおむね事実を伝えていると見てよいのではなかろうか。後に紹介
す
る
資
料
に
も
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
家
政
と
親
政
は
と
も
に
井
関
親
信
の
子
供
で
あ
り
、
弟
の
親
政
が
兄
家
政
の
養
子
と
７３面打井関考
年
（
一
五
一
八
）
頃
の
生
ま
れ
と
な
る
が
、
そ
の
永
正
十
五
年
を
親
政
の
生
年
と
仮
定
す
る
と
、
般
若
面
に
墨
書
銘
を
記
し
た
永
禄
元
年
（一五五八）には四十一歳であり、年代的にも大きな矛盾がない。また、後述の『浅井・三田村氏系図』には、井関家
政
や
「
西
坊
幸
」
（
西
坊
幸
賢
の
こ
と
か
）
の
弟
と
し
て
「
親
政
八
曲
」
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
「
親
政
八
曲
」
が
永
禄
元
年
の
般
若
面
の
作
者
、
井
関
親
政
と
同
人
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
親
政
が
「
八
曲
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
「八曲」については、伊夫岐神社蔵の慶長十年（一六○五）制作の獅子頭に「此御し国かしら者／井関次郎左衛門尉入
道八曲作之者也」と銘記があることが知られており、従来はこれも親政の作とされているが、この「井関次郎左衛門
尉入道八曲」が親政であるとした場合、当時の親政の年齢は八十代後半となってしまう。家政と親政の年齢差が実際
に
は
二
十
歳
以
上
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
右
の
獅
子
頭
の
作
者
「
八
曲
」
は
親
政
で
は
な
く
、
そ
の
子
供
で
あ
っ
て
、
父
祖
の
名
乗
り
で
あ
る
次
郎
左
衛
門
を
襲
名
し
、
同
じ
く
八
曲
を
名
乗
っ
て
い
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
年
代
的
な
関
係
か
ら
見
て
、
後
者
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
と
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
、
井
関
親
信
・
家
政
・
親
政
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
井
関
親
信
の
後
は
永
正
初
年
頃
生
ま
れ
の
息
子
、
次
郎
左
衛
門
家
政
が
継
承
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
、
家
政
の
弟
の
親
政
が
継
い
で
三
代
目
と
な
っ
た
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
な
考
え
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
なお、鞍打関係の資料のうち、栗原信充の『武器袖鏡』は、井関親政の子供として井関次郎左衛門家親の名を挙げ、
また、鞍打から幕府の旗本となった井関家の系図Ｓ寛永諸家系図伝』「寛政重修諸家譜』等）は、井関親政の次代とし
て、井関猪兵衛親義の名を挙げる。一方、「日本馬術史』所載の鞍打井関家の花押集は、井関親政の子として二郎左
衛門家政の名を挙げている。井関親政には複数の子供がいた可能性があるから、二者択一で考えるべきではなかろう
が、ここで注目しておきたいのは、『日本馬術史」が親政の子として「二郎左衛門家政」の名を挙げていることであ
る。二郎左衛門家政のものと思われる花押には「天正八三月吉日」の注記が見られるから、天正頃の人物と恩しく、
7４
れた面で、しかも現状の彩色は後代の塗り替えであるため、井関家政その人の個性的な作風をそこから窺うことは難
しいが、これまでのところ、井関家政の作例として知られる唯一のものである。その「井関」という文字の筆跡は、
慶長九年の南蛮人蒔絵鞍の「井関造之」と、非常によく似ている。「井」字の三画目を、曲見面の墨書では左に大き
く
払
う
の
に
対
し
、
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
の
墨
書
で
は
真
っ
直
ぐ
下
に
お
ろ
す
な
ど
、
い
く
つ
か
相
違
点
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
相
違
点
は
い
ず
れ
も
筆
者
の
そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
が
同
一
人
物
の
筆
で
あ
る
と
見
る
の
に
大
き
な
障
害
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
造
之
」
「
直
之
」
と
い
う
漢
文
調
の
銘
記
の
手
法
も
共
通
す
る
。
こ
の
「
井
関
／
家
政
」
が
井
関
従
っ
て
、
こ
の
家
政
は
井
関
親
信
の
子
の
家
政
と
は
ま
た
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
年
代
的
に
も
親
政
の
次
世
代
の
人
物
と
す
る
に
矛
盾
は
な
く
、
親
政
の
子
に
家
政
と
い
う
人
物
がいた可能性は十分にある。『武器袖鏡」所載の井関親信・家政・親政の系譜
に
様
々
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
は
、
井
関
家
政
を
名
乗
る
人
物
が
僅
か
二
代
を
隔
て
て
二
人
いることに、原因の一つがあるのではなかろうか。さらに注目すべきは、『日
本馬術史」が二郎左衛門家政のものとして挙げる花押が、神戸市立博物館蔵の
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
慶
長
九
七
月
吉
日
於
越
州
北
庄
」
「
（
花
押
）
井
関
造
之
」
と
墨
書
が
あ
り
、
仮
に
こ
れ
が
二
郎
左
衛
門
家
政
の
墨
書
銘
で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
、
慶
長
九
年
に
は
越
前
福
井
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
の
が
、
銭
仙
会
蔵
曲
見
面
の面裏に「井関／家政／直之」と墨書している「井関家政」である（写真⑥）。
こ
の
曲
見
面
は
墨
書
銘
に
「
直
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
井
関
家
政
に
よ
っ
て
手
直
し
が
な
さ
写真⑥ 銭仙会蔵曲見面の井関家政の墨書銘
７５面打井関考
前
節
で
は
、
井
関
上
総
守
親
信
に
家
政
と
親
政
と
い
う
息
子
が
お
り
、
と
も
に
鞍
打
・
面
打
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
見
てきたが、その井関親信には他に大光坊幸賢という息子もいたようである。
大
光
坊
幸
賢
は
、
『
面
打
秘
伝
書
」
『
仮
面
譜
』
に
、
越
前
の
面
打
三
光
坊
の
弟
子
と
し
て
見
え
、
大
野
出
目
家
の
祖
・
出
目
是
閑
の
師
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
ら
く
出
目
家
と
関
係
が
深
い
面
打
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
四
年
に
発
表
さ
れた田邊三郎助「〃面打ち“ｌ能面作家考ｌ」（「月間文化財」一八七号）が、上杉家伝来の宝来女面（東京国立博物館
蔵
）
に
「
井
関
大
光
坊
作
」
と
刻
銘
が
あ
る
こ
と
、
滋
賀
県
長
浜
市
浅
井
町
岡
谷
の
春
日
神
社
の
本
地
仏
、
地
蔵
菩
薩
立
像
の
足
裏
に
「
江
州
北
郡
草
野
庄
／
大
吉
寺
住
僧
／
大
光
坊
幸
賢
／
持
蔵
之
者
也
」
の
墨
書
銘
と
天
文
十
二
年
の
年
記
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
以
来
、
大
光
坊
幸
賢
は
近
江
井
関
家
に
連
な
る
面
打
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
の
刻
銘
を
持
つ
尉
面
・
飛
出
面
の
作
例
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
彩
色
下
に
は
と
も
に
江
州
北
郡
大
吉
寺
の
住
僧
で
あ
る
由
を
示
す
墨
書
銘
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
面
打
の
大
光
坊
幸
賢
が
浅
井
町
の
天
台
寺
院
大
吉
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
至
り
、
ま
た
、
斎
藤
望
氏
が
前
掲
論
考
に
お
い
て
、
『
日
本
馬
術
史
」
の
鞍
打
井
関
の
花
押
一
覧
に
、
右
の
大
光
坊
作
の
尉
面
・
飛
出
面
と
同
じ
く
「
凶
」
の
細
工
印
を
用
い
る
鞍
打
と
し
て
、
「
家
政
弟
／
恵
久
初
ハ
大
吉
寺
西
ノ
坊
／
還
俗
梅
庵
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
鞍
打
井
関
の
一
族
に
も
、
大
吉
寺
の
住
僧
と
な
り
恵
久
を
名
乗
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
上
総
守
親
信
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
る
人
物
で
、
そ
の
活
動
期
は
お
よ
そ
天
正
か
ら
慶
長
期
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
見
て
お
き
た
い
。
そして、前述の伊夫岐神社蔵の獅子頭に見える慶長十年の「井関次郎左衛門尉入道八曲」は、年代からいって、この
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
と
同
人
の
可
能
性
が
高
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
三
、
大
光
坊
幸
賢
と
井
関
家
7６
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
従
来
知
ら
れ
て
い
る
大
光
坊
幸
賢
の
作
例
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
①兵庫県柏原町・八幡神社蔵尉而
中村保雄氏「中世仮面と宗教および権力者」（『芸能
史研究』九十九号、昭和六十一一年）においてはじめ
て紹介されたもの。面裏に「江北大光作Ｍ」と刻
銘
が
あ
る
。
額
部
分
の
彩
色
下
に
「
衆
人
（
梵
字
ク
ラ
ー
ク）愛敬」、左側面部の彩色下に「江州北郡大吉寺西
之坊住持／恵鎮（花押この墨書銘がある。「西之坊
住持」の墨書は肉眼では判読が困難であるが、平成
十三年に味方他氏・見市泰男氏とともに赤外面像調
査を行った際、新たに確認した。
②片山能楽保存財団蔵飛出面（写真⑦）
田邊三郎助氏「面打ち・大光坊幸賢と近江井関」に
おいてはじめて紹介されたもの。面裏に「江北大光
作Ｍ」と刻銘がある。左側面部の彩色下に「江川
北郡大吉寺西之坊幸賢作／四十七歳ノ造也」、右側
写真⑦片１１１能楽保存IMU]蔵飛出而
日ﾄﾜ
鱒
蝋腿
７７面打井関考
右
の
二
例
は
、
す
で
に
田
邊
氏
が
詳
述
す
る
よ
う
に
、
面
裏
の
彫
り
や
刻
銘
の
書
体
が
酷
似
し
、
と
も
に
同
一
人
の
作
の
可
能
性
が
高
いものである。他に、竹生島宝厳寺蔵の「大光作Ｍ」と刻銘のある尉面、東京国立博物館蔵の「井関大光坊作」の
刻
銘
が
あ
る
宝
来
女
面
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
鉋
目
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ぬ
面
裏
の
彫
り
が
右
の
尉
面
・
飛
出
面
と
や
や
類
似
す
る
も
の
の
、
「
大
光
作
凶
」
の
刻
銘
は
弱
々
し
い
書
体
で
、
右
の
二
面
と
筆
跡
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
の
作
と
は
考
え
難
く
、
後
者
も
ま
た
、
「
井
関
大
光
坊
作
」
の
刻
銘
が
右
の
二
面
と
は
文
字
も
書
体
も
大
き
く
異
な
り
、
や
は
り
別
人
の
作
と
見
る
の
が
妥
当
な
作
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
大
光
坊
幸
賢
の
確
実
な
作
例
と
し
て
は
、
右
の
尉
面
と
飛
出
面
と
が
知
ら
れ
る
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
飛
出
面
に
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
、
四
十
七
歳
で
作
っ
た
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
、
大
光
坊
幸
賢
の
生
年
が
永
正
八
年
（
一
五
二
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
記
の
春
日
神
社
本
地
仏
に
「
大
光
坊
幸
賢
」
が
墨
書
銘
を
記
し
た
天
文
十
二
年
に
は
三
十
三
歳
で
あ
り
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
の
は
確
実
と
い
え
よ
う
。
そ
の
大
光
坊
幸
賢
は
井
関
上
総
守
の
四
男
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
拙
稿
「
能
面
史
道
遥
（
一
一
）
笹
野
堅
箸
「
狂
言
之
面
』
と
大
光
坊」（京都観世会館『能』、平成二十年八月）で、未公刊に終わった笹野堅箸の稿本「狂言之面」に、名古屋の関戸氏
旧
蔵
の
「
江
北
大
光
作
」
と
刻
銘
が
あ
る
小
面
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
井
関
上
総
守
四
男
也
」
と
墨
書
銘
が
見
え
る
こ
と
を
紹
介
し
、
大
光
坊
が
井
関
上
総
守
の
四
男
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
面
の
現
在
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
笹
野
堅
氏
の研究ノート『雑録」にもその見取り図が収められていて、墨書銘の概要を知ることが出来る（写真⑧）。面裏に「江
北大光作」、表面の左側部に「江州大吉寺住僧西之坊恵鎮造／生年四十八歳井関上総守四男也」、額部に「（梵字）衆人
愛
敬
」
、
右
側
部
に
「
弘
治
四
戊
午
年
正
月
廿
九
日
」
と
あ
り
、
面
裏
は
刻
銘
、
表
面
の
銘
記
は
い
ず
れ
も
彩
色
下
に
書
か
れ
た
墨
書
銘
面
部
の
彩
色
下
に
「
千
時
弘
治
参
年
十
一
月
十
三
日
」
と
墨
書
銘
が
あ
る
。
7８
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
父
の
上
総
守
の
年
齢
も
お
お
よ
そ
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
永
正
八
年
当
時
、
上
総
守
の
年
齢
が
二
十
代
後
半
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
文
明
末
年
頃
と
想
定
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
よ
う
。
現
在
、
大
光
坊
幸
賢
作
の
能
面
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
存
不
明
の
小
而
も
含
め
、
僅
か
三
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら、大光坊との関連が想定される作例を、他にもいくつか指摘することが出来る。その一つは、菅江真澄『川の出羽
路』に言及されている大曲の金剛院所蔵の飛出面で、後藤淑氏も『中世仮面の歴史的・民俗学的研究』（昭和六十二
年、多賀出版）の中で取り上げられている。この面は現存しないらしいが、『月の出羽路』に絵入で紹介されていると
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彩
色
下
に
「
江
川
大
吉
寺
川
位
中
納
言
殿
作
り
／
浅
井
新
九
郎
殿
、
依
所
望
於
今
春
座
□
／
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
巾
し
候／天文八年六月吉日」と墨書銘が書かれていたという。この墨書銘から、近江大吉寺の人物の作と知れるが、作者
の名前の下に「殿」の敬称が用いられており、「大トヒテ」のことかと思われる面の名称を「水トヒテ」とするなど、
不雰な箇所が散見し、誤読を多く含むようである。もともと墨書銘が薄くなっているなどして、判読が困難な状況に
と
推
測
さ
れ
る
。
「
Ｍ
」
の
細
工
印
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
一
見
し
て
、
先
の
尉
面
・
飛
出
面
の
墨
書
銘
と
類
似
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
飛
出
面
の
翌
年
の
作
で
あ
り
、
当
時
四十八歳という年齢も符合する。大光坊幸賢の真作であっ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
銘
記
に
「
井
関
上
総
守
四
男
也
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
井
関
上
総
守
」
は
、
年
代
か
ら
言
っ
て
、
井
関
上
総
守
親
信
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
四
男
に
あ
た
る
大
光
坊
幸
賢
が
永
正
八
年
の
生
ま
れ
Ｗ轟
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写真③ 笹野堅稿『雑録』所収の
大光坊作小1ｍ
７９面打井関考
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
改
め
て
墨
書
銘
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
右
に
「
四
位
中
納
言
」
と
あ
る
作
者
の
名
は
、
「
西
之
坊
幸
賢
」
を
読
み
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
片
山
家
能
楽
保
存
会
蔵
の
飛
出
面
に
は
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
作
」
と
墨
書
銘
が
あ
り
、
「
北
郡
」
や
「
殿
」
字
の
有
無
の
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
「
四
位
中
納
言」を「西坊幸賢」の誤読とすると、両者はかなり類似する墨書銘を持つことになるのである。「西」の最初の一画
を見落とせば、「四」と読み誤る可能性は十分にあるし、「幸」の字も、縦線に注目して判読すれば「中」と誤読され
かねない。また、「賢」の冠と脚を解体し、冠を「納」、脚の「貝」の字を「言」と誤読した可能性が考えられよう。
片
山
家
能
楽
保
存
財
団
蔵
の
飛
出
面
で
は
、
面
の
右
側
面
部
に
作
者
銘
を
、
左
側
面
部
に
年
記
銘
を
記
す
の
に
対
し
、
大
曲
金
剛
院
蔵
の
飛
出
面
は
右
側
面
部
に
作
者
銘
と
年
記
銘
の
両
方
を
五
行
に
わ
た
っ
て
記
す
な
ど
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
が
、
前
者
が
弘
治
三
年
の
作
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
こ
れ
を
遡
る
こ
と
十
八
年
の
天
文
八
年
の
作
で
あ
り
、
そ
の
問
に
墨
書
銘
の
記
し
方
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
天
文
八
年
当
時
、
大
光
坊
幸
賢
は
二
十
九
歳
で
あ
り
、
年
代
的
に
も
矛
盾
が
な
い
。
右
の
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
面
は
「
浅
井
新
九
郎
殿
」
の
所
望
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
「
浅
井
新
九
郎
殿
」
は
江
北
の
戦
国
大
名
浅
井
新
九
郎
久
政
を
指
す
。
「
於
今
春
座
□
／
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
申
し
候
」
と
あ
る
の
は
、
一
部
誤
読
を
含
む
ら
し
く
、
文
意
の
や
や
取
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
金
春
座
の
飛
出
面
の
写
し
を
制
作
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
ら
し
い
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
観
世
国
広
太
鼓
伝
書
に
は
、
「
天
文
廿
弐
年
二
月
六
日
観
世
座
与
左
衛
門
尉
国
広
在
判
／
浅
井
左
兵
衛
尉
殿
参
」
と
奥
書
が
あ
り
、
観
世
与
左
衛
門
国
広
が
浅井左兵衛尉に太鼓伝書を相伝していた事実が知られるが、この浅井左兵衛尉が久政のことであり、浅井久政が能に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
確
か
ら
し
い
。
金
春
座
の
面
の
写
し
を
自
ら
所
望
す
る
こ
と
も
、
十
分
に
有
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
天
文
三
年
に
は
、
浅
井
久
政
の
父
亮
政
が
小
谷
城
の
清
水
谷
の
居
館
に
、
近
江
北
三
郡
の
守
護
、
京
極
高
情
・
高
延
父
子
を
饗
応
し
、
能
を
催
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
能
を
勤
め
た
の
が
金
春
座
傍
系
の
猿
楽
・
宮
王
座
で
、
宮
王
太
夫
・
宮
王
一
一
一
郎
・
宮
王
与
四
郎
剛ら
の
役
者
が
出
演
し
た
。
そ
の
宮
王
太
夫
な
ど
を
介
し
て
、
金
春
座
の
面
の
写
し
を
依
頼
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
関
戸
氏
蔵
の
大
光
坊
作
の
小
而
も
、
何
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
は
不
明ながら、笹野堅氏はこれを「金券小而ウッシ」としており、
大
光
坊
が
他
に
も
金
春
座
の
面
の
写
し
を
制
作
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
大
光
坊
幸
賢
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
面
と
し
て
、
石
川
県
加
賀
市
の
本
村
井
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
毘
沙
門
而
を
紹
介
し
て
お
き
たい。これは縦加・４×横妬・７×高８．６ｍの狂一一一一口面で、
後
世
に
彩
色
が
厚
く
塗
ら
れ
、
本
来
の
造
形
を
失
っ
て
い
る
が
、
而
裏
に
「
江
州
浅
井
郡
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊
／
恵
久
法
印
作
／
昆
沙
門
／
六
十
四
歳
時
／
於
不
勤
山
／
天
正
二
年
三
月
五
日
」
と
の
朱
漆
書
銘
が
あ
り、大吉寺西之坊恵久法印の作と知られるものである（写真
⑨⑩）。この恵久法印は、『日本馬術史』の鞍打井関の花押集
に
「
家
政
弟
／
恵
久
初
ハ
大
吉
寺
西
ノ
坊
」
と
あ
る
大
吉
寺
西
之
坊
の
「
恵
久
」
と
同
人
か
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
馬
術
史
』
に
よ
れ
ば
、
恵
久
は
大
光
坊
幸
賢
と
同
じ
く
「
Ｍ
」
の
刻
印
を
用
い
、
ま
た
、
と
も
に
大
吉
寺
西
之
坊
の
住
持
で
あ
っ
た
点
か
ら
、
大
光
坊
幸
賢
と
き
わ
め
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写真⑩同而裏 写真⑨本村丼杣社蔵毘沙門面
８１面打井関考
て
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
柏
原
八
幡
神
社
蔵
の
尉
面
や
関
戸
氏
旧
蔵
の
小
面
の
墨
書
銘
に
、
大
光
坊
幸
賢
の
法
名
が
「
恵
鎮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
恵
鎮
の
後
を
継
い
で
西
之
坊
の
住
持
と
な
っ
た
の
が
恵
久
法
印
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が、右の毘沙門面の銘には、恵久の年齢が天正二年（一五七四）当時六十四歳とあって、永正八年（一五一一）生まれの
大光坊幸賢と同年齢である点が注目される。恵久と大光坊幸賢とが同一人物であった可能性も想定されよう（恵鎮が
法
印
位
に
就
い
て
後
に
恵
久
と
改
め
た
か
）
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
作
例
に
よ
る
と
、
大
光
坊
幸
賢
の
銘
記
は
全
て
彩
色
下
に
墨
書
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
｜
方
の
毘
沙
門
面
で
は
面
裏
に
朱
漆
で
書
か
れ
て
お
り
、
銘
記
の
方
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
筆
跡
も
同
一
人
と
は
認
め
が
た
い
が
、
毘
沙
門
面
の
朱
漆
書
は
後
人
が
書
い
た
も
の
で
、
も
と
も
と
彩
色
下
に
墨
書
銘
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
文
面
を
、
後
世
、
彩
色
の
塗
り
替
え
が
行
わ
れ
た
際
に
、
面
裏
に
転
記
し
た
と
考
え
れ
ば
、
上
記
の
矛
盾
も
ひ
と
ま
ず
解
消
し
よ
う
。
毘
沙
門
面
に
「
Ｍ
」
の
刻
印
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
点
や
、
大
光
坊
幸
賢
の
墨
書
銘
で
は
「
江
州
北
郡
」
と
あ
る
の
に
、
毘
沙
門
面
で
は
「
江
州
浅
井
郡
」
と
記
す
な
ど
、
若
干
の
疑
問
点
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
『
日
本
馬
術
史
』
に
よ
れ
ば
、
恵
久
も
同
じ
く
「
Ｍ
」
の
刻
印
を
用
い
た
と
あ
り
、
大
光
坊
幸
賢
と
毘
沙
門
面
の
作
者
「
恵
久
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
『
日
本
馬
術
史
」
で
は
、
恵
久
を
「
家
政
弟
」
と
し
て
い
る
が
、
先
の
考
証
の
ご
と
く
、
井
関
家
政
が
上
総
守
親
信
の
子
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
大
光
坊
幸
賢
は
家
政
の
弟
に
あ
た
り
、
恵
久
と
大
光
坊
幸
賢
と
が
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
毘
沙
門
面
の
面
裏の彫りにも、大光坊幸賢作の尉面や飛出面との共通点が少なからず認められる。
大光坊幸賢が住持を務めていた大吉寺は、元亀三年（一五七一一）、織田信長の兵火に罹り、壊滅的な被害を受けた。
か
っ
て
は
五
十
坊
を
構
え
る
大
寺
院
で
あ
っ
た
大
吉
寺
も
、
江
戸
中
期
に
は
僅
か
僧
坊
一
宇
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
毘
沙
門
面
が
作
ら
れ
た
天
正
二
年
に
は
、
す
で
に
西
之
坊
も
焼
失
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
朱
漆
書
銘
に
「
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊」とあるのは、恵久法印の本籍を示すに過ぎず、必ずしも大吉寺西之坊居住の事実を伝えるものではない可能性が
8２
あ
ろ
う
。
朱
漆
書
銘
の
後
ろ
の
方
に
は
「
於
不
動
山
」
と
あ
り
、
こ
の
「
不
動
山
」
が
い
ず
れ
の
場
所
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
大
吉
寺
西
之
坊
を
離
れ
た
恵
久
法
印
が
、
当
時
、
戦
乱
を
逃
れ
、
不
動
山
に
寓
居
し
て
い
た
と
も
考
え
う
る
。
現
在
、
そ
の
毘
沙
門
面
が
加
賀
市
の
本
村
井
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
、
恵
久
法
印
が
一
時
、
北
陸
方
面
に
逃
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『日本馬術史」は、恵久が後に還俗して梅庵を名乗ったとする。梅庵の名乗』
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
恵
久
の
還
俗
後
の
動
向
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ある（写真⑪）。
六
十
九
歳
之
時
天正七年爬六月廿八日
こ
れ
は
前
述
の
観
世
文
庫
蔵
『
諸
家
花
押
控
』
に
見
え
る
も
の
で
面
そ
の
も
の
が
現
存
し
な
い
た
め
、
彩
色
下
の
墨
書
銘
な
の
か
、
そ
れ
と
も
面
裏
の
墨
書
銘
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い
が
、
井
関
明
息
斎
が
六
十
九
歳
で
作
っ
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
井
関明息斎の年齢が、恵久法印および大光坊幸賢と同じなのである。恵久法印が毘沙門面を作った天正二年から数えて
五年後の作であり、この間に還俗し、井関姓を名乗っていた可能性が考えられよう。これまで述べてきたことを纏め
ると、大光坊幸賢は永正八年に井関上総守親信の四男として生まれ、大吉寺西之坊に住して恵鎮と名乗り、元亀三年
の大吉寺焼亡後、大吉寺を離れ、恵久法印と名を改めて（恵久への改名時期は不明）引き続き面打として活動し、天正
井
関
明
息
斎
作
江
州
北
郡
卜還俗して梅庵を名乗ったとする。梅庵の名乗りを記した作例は、これまで全く見出
恵
久
の
還
俗
後
の
動
向
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
次
の
銘
記
で
写真⑪ 蔵押
関
記
庫
花
井
銘
倣家の斎
観儲倒鵬
８３面打井関考
二年から七年の間に還俗して井関明息斎を名乗った。能面のみならず、仏像や鞍の制作にも携わり、その活動は、天
文
年
間
か
ら
天
正
年
間
ま
で
、
四
十
年
以
上
に
及
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以上が、大光坊幸賢についての事績であるが、その大光坊幸賢と同じく「Ｎ」の細工印を用い、「大光」を名乗る
面打が、他にもいた可能性について、最後に指摘しておきたい。先に大光坊幸賢の作例を見た際、存疑作として竹生
島宝厳寺蔵の尉面を取り上げた。その面裏の額部分には「大光作」の刻銘が、鼻の付け根部分には「Ｍ」の細工印が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
刻
銘
の
仕
方
は
、
大
光
坊
幸
賢
作
の
面
と
共
通
す
る
も
の
の
、
「
大
光
作
」
の
書
体
は
大
光
坊
幸
賢
と
は
明
ら
かに異なり、後人が大光坊幸賢の刻銘を真似たか、あるいは大光坊幸賢の後を継いだ、もう一人の大光坊がいたか、
の何れかの可能性が考えられる。宝厳寺蔵の尉面には、「大光作」の刻銘の左脇に「△」の朱書きが見られる。この
朱
書
き
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
井
関
作
の
能
面
の
中
に
、
こ
れ
と
同
じ
く
「
△
」
の
細
工
印
を
刻
む
作
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
馬
野
正
基
氏
蔵
の
猩
々
面
に
は
、
面
裏
の
額
部
分
に
「
丼
」
の
刻
銘
が
、
鼻
の
付
け
根
部
分
に
「
△
」
の
細
工
印
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
賢
徳
面
に
も
、
鼻
の
付
け
根
部
分
に
「
△
」
の
細
工
印
が
あ
り
、
他
に
「
井
関
十
兵
衛
作
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
後
者
の
賢
徳
面
は
未
だ
実
見
の
機
会
を
得
ず
、
細
工
印
・
書
体
の
比
較
が
で
き
な
い
が
、
猩
々
面
の
刻
銘
は
、
先
の
尉
面
の
刻
銘
と
、
字
の
大
き
さ
や
書
体
、
刻
銘
の
位
置
等
が近似し、この二つの面の作者は同一人物である可能性が高いといえよう。鉋目をほとんど残さず、きれいに整えた
面
裏
の
彫
り
方
や
、
墨
を
面
裏
全
面
に
薄
く
塗
っ
た
仕
上
げ
も
共
通
す
る
。
猩
々
面
の
「
井
」
の
刻
銘
は
、
「
井
関
」
姓
を
略
記
し
た
も
の
と
思
し
く
、
井
関
姓
の
人
物
が
後
に
「
大
光
」
を
名
乗
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
大
光
」
が
後
に
還
俗
し
て
井
関
姓
を
名
乗
っ
た
の
か
、
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
宝
厳
寺
蔵
の
尉
面
と
近
似
す
る
刻
銘
を
持
つ
猩
々
面
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
尉
面
の
「
大
光
作
」
の
刻
銘
が
、
必
ず
し
も
後
代
の
作
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
大
光
」
を
名
乗
る
井
関
家
の
人
物
が
、
も
う
一
人
い
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
8４
いる。その年代については全く未詳であるが、尉面・猩々面の落ち着いた作風から、大光坊幸賢の次世代の人物で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
人
物
を
、
仮
に
二
代
目
「
大
光
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
二
代
目
「
大
光
」
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
の
が
、
多
賀
大
社
蔵
の
茗
荷
悪
尉
面
、
福
井
県
立
博
物
館
蔵
の
姥
面
の
作
者
で
あ
る
。
こ
の
二
面
は
、
と
も
に
面
裏
に
「
井
」
「
Ｍ
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
そ
の
刻
銘
の
書
体
や
位
置
が
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
の
作
と
思
わ
れ
る
。
「
井
」
の
一
宇
を
刻
む
点
は
先
の
猩
々
面
と
一
致
し
、
ま
た
「
Ｎ
」
の
刻
銘
は
、
宝
厳
寺
蔵
尉
面
や
大
光
坊
幸
賢
作
の
面
と
も
共
通
す
る
が
、
刻
銘
の
書
体
の
相
違
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
全
て
同
一
人
物
の
作
と
見
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
「
井
」
や
「
Ｍ
」
の
刻
銘
を
共
通
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
事
実
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
茗
荷
悪
尉
面
・
姥
面
の
作
風
か
ら
は
、
先
の
尉
面
・
猩
々
面
よ
り
も
さ
ら
に
時
代
の
下
っ
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
確
証
は
な
い
も
の
の
、
二
代
目
「
大
光
」
の
後
継
者
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
面
裏
の
額
最
上
部
の
縁
に
近
い
あ
た
り
に
、
大
き
く
直
線
的
に
刻
ま
れ
た
「
井
」
の
字
の
書
体
は
、
田
邊
三
郎
助
氏
が
大
光
坊
幸
賢
と
の
関
連
で
言
及
さ
れ
た
、
宝
来
女
面
の
「
井
関
大
光
坊
作
」
と
い
う
刻
銘
の
「
井
」
字
と
も
酷
似
す
る
。
茗
荷
悪
尉
面
・
姥
面
と
右
の
宝
来
女
面
は
同
一
人
の
作
に
な
る
も
の
で
、
二
代
目
「
大
光
」
の
後
継
者
も
、
同
じ
く
大
光
坊
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
以上、大光坊に一一一代あった可能性について言及したが、これら三人の大光坊の作例には、作風にそれぞれ個性があ
り
な
が
ら
も
、
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
平
滑
に
仕
上
げ
た
面
裏
な
ど
、
多
く
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
光
坊
幸
賢
の
彫
り
の
特
徴
が
、
後
継
者
に
も
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
人
の
間
に
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
か
ど
うかは未だ明らかにしえない。これについては後考に期し、ここでは、大光坊幸賢以後に、その名前や細工印を継承
す
る
後
継
者
が
い
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
８５面打井関考
井関姓の面打には、備中守を名乗る人物もいた。井関上総守
親信や井関次郎左衛門家政らとの関係は定かでないが、以下に
見るように、面裏に「井関備中守」の名を記した作例がいくつ
か残されている。
①福岡市博物館蔵大飛出（面裏朱漆銘「井関／大とひて／
備中守作』（写真⑫⑬）
②茂山千五郎家蔵白蔵主（面裏朱漆銘「井関／備中守作」）
③黒川能上座蔵橋姫（面裏墨書銘「井関備中守作／ハシヒ
メ（花押）／慶長十三年三月日」）
④薬莱神社蔵大癖見（面裏墨書銘「井関備中守作／大へシ
（花押）／慶長三年六月日」）（写真⑭⑮）
⑤ステファン。Ｅ・マーヴィン氏蔵大喝食（面裏朱漆銘
「井関備中守作／カッシキヲモテ（花押）／三月吉日」）
これらの作例によって、井関備中守なる面打の実在が確認さ
れ、そのうち③④には慶長の年記が見られることから、井関備
中守のおおよその活動期も知ることが出来る。
四
、
二
人
の
井
関
備
中
守
写真⑫福岡市博物館蔵大飛出写真⑬同面裏
8６
『大野出目家伝書』は、江戸初期に活躍した面打井関河内
の親を「井関術中」と伝える。また、『仮面譜』も、井関家
の三代目にあたる人物として「備中橡」を挙げ、この備中橡
を井関河内の親としている。「備中橡」と「術中守」とでは
官位名が一致しないが、後述の青光院過去帳が、井関河内の
親の名を「井関術中守家久」としていることからも、「術中
橡」ではなく、「術中守」が正しいのであろう。年代から
一一一一口っても、慶長期の井関術中守が、井関河内の親「井関備
中」と同一人物である可能性は、かなり高いと見てよいもの
と思われる。
もっとも、先に井関術中守の作銘がある面として挙げた五
面を比較すると、その銘記の書体は必ずしも同一人の手にな
るとは一一一一戸えないようである。すなわち、①②と③④⑤とは、
井関の「関」字や備中守の「術」の字の書体に、明確な差異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
①
②
は
而
裏
全
面
を
黒
く
彩
色
し
、
そ
の
上
に朱漆で作者名を記すのに対し、③④⑤はそれとは異なり、
③が木地裏に墨書、④が薄く漆を施した上に墨書、⑤が茶色
の漆を施した上に朱漆書で作者名を記すなど、面裏の処理お
霧
写真⑭薬莱神社蔵大糎見写真⑮同而裏
８７面打井関考
③④には慶長年間の年記があるから、一人の井関備中守は慶長期に活動していたものと考えられる。井関河内の親
に
あ
た
る
備
中
守
家
久
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
同
人
と
恩
し
い
。
一
方
、
①
②
の
作
者
で
あ
る
井
関
備
中
守
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
活
動
期
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
年
代
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
先
に
言
及
し
た
「
徳
昌
寺
授
戒
帳
」
で
ある。同書には、弘治二年八月十五日に授戒した人物として「井関備中殿之子息」の「宗才」なる人物が、また、永
禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日
に
授
戒
し
た
人
物
と
し
て
、
「
信
堅
」
の
戒
名
を
授
か
っ
た
「
備
中
守
殿
」
、
「
宗
貞
」
の
戒
名
を
授
か
っ
た
「
備
中
守
殿
御
内
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
弘
治
年
間
に
「
井
関
備
中
」
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
、
当
時
す
で
に
子
供
を
持
つ
年
齢
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
永
禄
十
一
年
の
授
戒
者
に
名
前
が
見
え
る
「
備
中
守
殿
」
が
先
の
「
井
関
備
中
殿
」
と
同
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
井
関
備
中
守
は
弘
治
か
ら
永
禄
に
か
け
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
物
が
、
①
②
の
「
井
関
備
中
守
」
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
①
②
は
い
ず
れ
も
面
裏
に
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
、
き
れ
い
に
削
っ
た
上
で
、
全
面
を
墨
で
黒
く
塗
る
と
い
う
処
理
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
裏
の
処
理
は
、
先
に
見
た
大
光
坊
幸
賢
の
作
例
と
も
共
通
す
る
。
面
裏
の
眼
の
周
り
や
、
鼻
下
か
ら
口
に
か
け
て
の
彫
り
に
も共通点が少なくなく、そのことは、大光坊幸賢と井関備中守との間に何らかの影響関係があった可能性を示唆して
い
よ
う
。
『
面
打
秘
伝
書
」
に
よ
れ
ば
、
井
関
休
心
な
る
人
物
は
「
大
光
ニ
カ
タ
ラ
ヒ
面
ヲ
打
」
っ
た
と
い
い
、
井
関
家
の
中
に
も
、
大
光
坊
か
ら
面
打
の
技
術
を
学
ん
だ
人
物
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
大
光
坊
幸
賢
の
弟
子
の
一
人
が
井
関
備
中
守
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
ま
ず
は
穏
当
な
見
解
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
なる。
よび銘記の方法にも相違が見られるのである。花押と制作月日を記すのも、（凹凹⑤のみに見られる特徴である。以上
を
要
す
る
に
、
①
②
と
③
④
⑤
は
別
人
の
作
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
井
関
備
中
守
を
名
乗
る
面
打
は
二
人
い
た
こ
と
に
8８
こ
の
井
関
備
中
守
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
備
中
守
を
名
乗
る
以
前
は
、
次
之
介
と
い
う
名
乗
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
次
に
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
作
例
から推測される。
⑥
故
河
村
隆
司
氏
蔵
天
神
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
テ
ン
ジ
ン
／
次之介作」）（写真⑯）
⑦
黒
川
能
上
座
蔵
鷹
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
タ
カ
ノ
オ
モ
テ
／
次
之
介
作
」
⑦
黒
川
能
上
座
蔵
黒
髭
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
ク
ロ
ヒ
ゲ
／
次
之介作」）
こ
れ
ら
の
三
面
は
い
ず
れ
も
、
面
裏
の
額
部
分
に
作
者
の
名
と
、
面
の
名
称
と
を
朱
漆
書
に
よ
っ
て
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
跡
が
①
②
の
井
関
備
中
守
作
の
面
と
酷
似
し
、
し
か
も
、
鑿
跡
を
残
さ
な
い
面
裏
に
墨
を
全
面
に
塗
る
と
い
う
処
理
も
共
通
す
る
。
姓
と
名
の
間
に
面
の
名
称
を
記
す
と
い
う
点
も
重
な
り
、
両
者
が
同
一
人
物
の
作
で
あ
る
の
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
名
乗
り
か
ら
判
断
し
て
、
井
関
備
中
守
の
初
名
が
次
之
介
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
井
関
次
之
介
の
作
者
銘
が
見
ら
れ
る
面
は
、
今
の
と
こ
ろ
管
見
で
は
右
の
三
面
の
み
で
あ
写真⑯故河村隆司氏蔵天神
８９面打井関考
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
る
が
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
開
か
れ
た
「
市
内
一
方
巷
所
蔵
品
入
札
』
の
目
録
に
は
、
「
井
関
次
郎
介
作
筋
怪
士
」
の
写
真
が
挙
が
っ
て
お
り
、
こ
の
「
井
関
次
郎
介
」
も
「
井
関
次
之
介
」
の
誤
り
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
は
、
戦
国
期
の
面
打
と
し
て
は
、
か
な
り
多
く
の
作
例
を
残
し
て
い
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問題となるのは、その井関備中守（次之介）と慶長期の井関備中守との関係である。両者は全くの別人と思われるが、
銘
記
の
方
法
に
は
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
面
の
名
称
を
面
裏
に
記
す
点
で
あ
る
。
特
定
の
本
面
を
写
し
た
場
合
な
ど
を
除
き
、
面
の
名
称
を
面
打
自
身
が
面
裏
に
記
す
例
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
あ
ま
り
類
例
を
見
な
い
銘
記
の
方
法
が
、
両
者
に
は
共
通
す
るのである。すなわち、井関備中守（次之介）の面には「大とひて」「テンジン」「タカノオモテ」「クロヒゲ」、慶長期
の
井
関
備
中
守
の
面
に
は
「
ハ
シ
ヒ
メ
」
「
大
へ
シ
」
「
カ
ッ
シ
キ
ヲ
モ
テ
」
と
面
の
名
称
の
記
載
が
あ
り
、
こ
う
し
た
共
通
点
は
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
存
し
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
が
師
弟
関
係
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
親
子
関
係
で
あ
っ
た
の
か
は
、
現
段
階
で
は
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
井
関
備
中
守
を
名
乗
る
面
打
に
二
代
あ
り
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
、
井
関
河
内
の
親
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
井
関
河
内
の
親
は
「
仮
面
譜
」
で
は
井
関
備
中
橡
と
さ
れ
る
が
、
『
青
光
院
過
去
帳
」
に
見
え
る
「
井
関
備
中
守
家
久
」
の
名
乗
り
が
正
し
く
、
過
去
帳によれば、井関備中守家久の法名は「道入居士」、忌日は寛永三年十一一月九日という。生年は不明であるが、息子
の
井
関
河
内
が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
没
で
、
七
十
三
歳
ま
で
は
生
存
が
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
井
関
河
内
の
生
ま
れ
は
天
正
十
三
年
二
五
八
五
）
以
前
と
な
り
、
父
の
井
関
備
中
守
家
久
は
少
な
く
と
も
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
○
）
頃
ま
で
に
は
生
後
述
の
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
よ
る
と
、
こ
の
井
関
備
中
守
家
久
は
「
井
関
十
兵
衛
」
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
系
図
9０
の
書
き
入
れ
に
「
井
関
十
兵
衛
、
後
号
備
中
守
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
の
名
乗
り
が
十
兵
衛
で
、
後
に
備
中
守
と
改
め
た
よ
う
である。備中守への改名の時期は定かでないが、前述の薬莱神社蔵の大癒見面に慶長三年六月の年記と井関備中守の
署
名
が
あ
る
か
ら
、
慶
長
三
年
以
前
で
あ
る
の
は
確
実
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
田
邊
三
郎
助
氏
『
能
面
』
（
昭
和
五
十六年、小学館）に紹介されている大飛出面の存在である。この面は未見だが、田邊氏の報告によれば、彩色が剥落
し
た
木
地
上
に
「
江
州
北
郡
／
井
関
十
兵
□
／
慶
長
二
年
／
正
月
吉
日
／
大
□
□
」
云
々
と
墨
書
銘
が
あ
る
と
い
う
。
同
書
掲
載
の
写
真
を
見
る
に
、
そ
の
墨
書
銘
の
「
井
関
」
「
慶
長
」
の
書
体
は
、
薬
莱
神
社
蔵
の
大
癒
見
面
と
か
な
り
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
井
関
十
兵
衛
（一一一）
が
備
中
守
家
久
と
同
人
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
大
飛
出
面
に
は
井
関
十
兵
衛
の
署
名
と
と
も
に
、
慶
長
二
年
正
月
の
年
記
が
あ
り
、
備
中
守
作
の
大
癒
見
面
に
は
慶
長
三
年
六
月
の
年
記
が
あ
る
。
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
右
の
推
測
が
正
し
い
と
す
る
と
、
十
兵
衛
か
ら
備
中
守
へ
の
改
名
の
時
期
は
慶
長
二
年
正
月
か
ら
三
年
六
月
ま
で
の
一
年
半
の
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
改
名
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
井
関
備
中
守
家
久
の
橋
姫
・
大
癒
見
・
喝
食
面
の
銘
記
の
方
法
と
、
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
の
作
例
に
お
け
る
銘
記
の
方
法
と
の
間
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
十
兵
衛
家
久
が
備
中
守
を
名
乗
っ
た
背
景
に
、
戦
国
期
の
井
関
備
中
守
の
名
乗
り
を
踏
襲
す
る
と
い
う
意
識
が
存
在
し
た
の
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
井
関
十
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
た
慶
長
二
年
の
大
飛
出
面
で
は
作
者
・
制
作
年
の
銘
記
を
彩
色
下
に
記
す
の
に
対
し
、
備
中
守
名
義
の
作
例
で
は
い
ず
れ
も
面
裏
の
額
部
分
に
記
し
て
い
る
。
備
中
守
襲
名
後
に
、
戦
国
期
の
備
中
守
に
倣
っ
て
銘
記
の
方
法
を
改
め
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
戦
国
期
に
活
躍
し
た
と
見
ら
れ
る
井
関
備
中
守
と
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
で
は
、
年
代
に
若
干
の
開
き
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
前
者
の
井
関
備
中
守
の
初
名
が
次
之
介
で
、
｜
方
、
後
者
の
備
中
守
の
初
名
が
十
兵
衛
と
い
う
よ
う
に
、
備
中
守
を
名
乗
る
以
前
の
名
乗
り
が
相
違
し
て
い
る
点
も
、
両
者
が
親
子
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
ように思われる。後述の「浅井・三田村氏系図」でも、井関十兵衛（備中守）家久の父は一一一田村左衛門大夫国定となっ
９１面打井関考
以上の各節では、井関の実作例を主な手掛かりとして、井関家の系譜を辿ってきた。『仮面譜』『大野出目家伝書』
「面打秘伝書」といった、江戸期の面打関係資料が伝える井関家の系譜はきわめて信頼度の低いものであって、井関
家
の
系
譜
を
再
構
築
す
る
に
は
、
具
体
的
な
作
例
に
基
づ
く
こ
と
が
不
可
欠
な
た
め
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
文
献
資
料
の
中
に
も
、
面
打
井
関
家
の
系
譜
を
辿
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
参
考
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
と
仮
称
す
る
系
図
で
、
正徳二年（一七一二）の奥書がある袋綴仮綴の一冊である。金剛巌氏『能面作家小史』（昭和七年、中島泰成閣）が、朽
木
静
雄
氏
の
調
査
に
拠
る
と
し
て
挙
げ
て
い
る
井
関
家
の
系
譜
は
、
同
系
図
に
基
づ
く
も
の
ら
し
く
、
そ
の
後
、
平
成
十
年
に
坂
口
裕
子
氏
が
「
近
江
井
関
関
連
文
書
発
見
」
言
能
楽
タ
イ
ム
ス
」
五
五
七
）
に
お
い
て
、
滋
賀
県
高
島
郡
マ
キ
ノ
町
西
浜
の
谷
田
剛
氏
の
も
と
に
所蔵されていることを報告されている。谷田氏は井関河内の一族の末商にあたり、同家には井関家およびその親族で
あ
る
石
田
家
の
系
譜
に
関
わ
る
以
下
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
い
か
。
て
お
り
、
同
系
図
中
の
戦
国
期
の
人
物
に
備
中
守
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
井
関
十
兵
衛
家
久
の
「
備
中
守
」
と
い
う
名
乗
り
は
、
井
関
家
の
先
祖
が
名
乗
っ
て
い
た
官
途
名
を
襲
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
両
者
は
特
に
血
縁
で
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る
①正徳一一年三田村左門重弘筆「浅井・’一一田村氏系図』（仮題）
②寛政七年『由緒書』（井関亨介長幹が石田正継に始まる石田家歴代の由緒を纏めたもの。石田家は吉兵衛長得の代、
井
関
玄
説
の
弟
井
関
常
立
の
門
弟
と
し
て
医
道
を
修
業
し
、
井
関
姓
を
名
乗
っ
た
た
め
、
長
得
以
後
は
井
関
家
と
な
る
）
五
、
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
見
え
る
井
関
家
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このうち①②⑤が面打井関家に関わるものであるが、ここではまず①の『浅井・三田村氏系図」を取り上げ、その
他の資料については、必要に応じて言及することにしたい。「浅井。一一一田村氏系図」は、「。、藤原姓浅井系［｜一一田村・
野
村
・
大
野
木
］
」
と
共
表
紙
の
外
題
に
あ
る
通
り
、
江
北
の
戦
国
大
名
で
あ
る
浅
井
氏
と
、
そ
の
支
流
に
あ
た
る
三
田
村
氏
の
系
図
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
正
徳
二
壬
辰
仲
春
源
姓
重
弘
書
之
（
印
）
」
と
あ
り
、
正
徳
二
年
、
「
源
姓
重
弘
」
な
る
人
物
の
編
であることが知られるが、この「源姓重弘」は、同系図中に一一一田村保右衛門重貞の子として見える三田村十蔵重光、
後、左門重弘と名乗った人物である。『浅井・三田村氏系図」には、江戸後期のものと思しき後人の書き入れがいく
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
右
の
奥
書
に
続
い
て
見
え
る
以
下
の
後
人
追
記
に
よ
れ
ば
、
三
田
村
左
門
重
弘
は
広
島
藩
に
仕
え
る
武
士
で
、
そ
の
重
弘
が
自
筆
を
も
っ
て
記
し
た
の
が
、
現
存
の
系
図
で
あ
る
と
い
う
。
此一巻紙数十五枚、芸州広嶋城主松平安芸守様御内三田村安右衛門一子、｜一一田村左門重弘実筆也。於江戸死去、
『浅井・’一一田村氏系図」は、前述のごとく、浅井氏と、その支流である三田村氏の系図である。まず、神代の天御
中主尊に始まる藤原氏の系図を記した後、浅井氏の祖である浅井重政以下の系図を記す。浅井氏の系図は浅井長政と
その子供の記述で終わっており、その後に丁を改めて、浅井重政の次男で、三田村氏を継いだ一一一田村定政に始まる同
其後伝来之者也。
「浅井・三田村氏系
③天明丙午年「由緒書」（石田九郎左衛門が石田藤太夫良宗に始まる石田家歴代の由緒を御役所に書き上げたもの）
④『悟伯厳君行状』（石田吉兵衛善長の伝記を、正徳三年に息子の吉兵衛長得が纏めたもの）
⑤『井関室人行状」（井関河内の娘で、石田吉兵衛善長に嫁いだ万の伝記を、正徳三年に息子の吉兵衛長得が纏めたもの）
⑥『安原室人行状」（石田吉兵衛長得の夫人安原トマの伝記を、正徳三年に長得が纏めたもの）
９３面打井関考
『芸藩輯要』の三田村家系図によれば、同家は清和源氏多田満仲の次男頼親より出で、その次男頼房から数えて五
代目の幸弼が草野庄の地頭となり、一一一田村に城を築いて苗字を改め、三田村左衛門尉と名乗ったのに始まるという。
そ
の
後
、
浅
井
氏
に
仕
え
て
そ
の
家
臣
と
な
っ
た
が
、
『
江
北
記
』
に
は
、
守
護
大
名
京
極
氏
の
「
根
本
当
方
被
官
」
と
し
て
浅
井
氏
ら
と
と
も
に
名
が
見
え
、
も
と
も
と
京
極
氏
の
根
本
被
官
の
一
人
と
し
て
浅
井
氏
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
浅
井
氏
が
台頭する中で、三田村氏も次第にその支配下に組み込まれていく。浅井新三郎忠政の弟である新七郎定政が一一一田村家
を継いで、三田村氏を名乗っているのも、浅井氏が三田村氏の乗っ取りを図ったものと見られる。その後の三田村氏
は浅井氏の一門として活躍したが、小谷城落城とともに没落し、『浅井・三田村氏系図』が伝えるところによると、
三田村左衛門大夫国定は織田信長によって討たれ、その子の左衛門宗安・八郎左衛門宗明・宮内亮宗友・井関上総介
宗
信
の
四
人
も
小
谷
城
に
お
い
て
討
ち
死
に
し
た
と
い
う
。
没
落
後
の
三
田
村
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
『
芸
藩
輯
要
』
に
詳
し
い
。
す
な
も確認することが出来るし、
記
述
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
この『浅井・三田村氏系図」が、果たして一一一田村左門重弘の自筆と認めてよいか否かについては、重弘の自筆資料
が知られていない現状では確実なことが言えないが、その記述内容から、同人の編になる系図である可能性がかなり
高いと見られる。広島藩の家中に三田村左門重弘なる人物がいたことは、『芸藩輯要』（昭和八年、入玄堂）によって
も確認することが出来るし、同書第四編「藩士家系譜」が伝える一一一田村家の系図は、概ね『浅井・三田村氏系図」の
家の系図を記す。一一一田村左門重弘は、この三田村定政から数えて八代目の子孫にあたる。同系図に従って、その左門
重弘にいたる歴代の名前を掲げると、以下の通りである。
三
田
村
定
政
ｌ
左
衛
門
大
夫
定
元
ｌ
左
衛
門
大
夫
国
定
ｌ
左
衛
門
宗
安
ｌ
安
右
衛
門
重
次
ｌ
吉
介
重
政
ｌ
安
右
衛
門
重
堅
ｌ
保
右
衛
門
重
貞
ｌ
左
門
重
弘
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わち、一一一田村重清（「浅井・三田村氏系図」に見える左衛門宗安と同人か）が小谷城で戦死した後、弟の安右衛門重次
が
七
歳
に
し
て
高
野
山
に
逃
れ
、
そ
の
後
、
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
時
、
外
戚
の
関
係
に
よ
っ
て
京
極
高
次
に
召
し
出
さ
れ
、
そ
の子孫もまた京極家に仕えたが、孫の安右衛門重堅の代に御暇となり、万治元年（’六五八）に広島藩浅野家に再び召
し
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
安
右
衛
門
重
堅
は
正
徳
三
年
の
没
。
子
の
新
六
は
当
時
ま
だ
生
後
七
か
月
で
あ
っ
た
が
、
成
人
後
の
貞
享
二
年
二
六
八
五
）
、
あ
ら
た
め
て
浅
野
家
に
召
し
出
さ
れ
、
御
持
筒
頭
・
御
騎
馬
弓
頭
・
御
小
姓
頭
を
勤
め
、
名
を
安
右
衛
門
と
改
め
、
正
徳
元年、江戸にて没したという。『浅井。一一一田村氏系図」に見える一一一田村保右衛門重貞がそれで、相馬藩『中村雑記」
（内閣文庫蔵）宝永八年（一七二）正月七日条に「四シ過、三田村保右衛門卒干霞関長屋、旧年より病気、終二如此な
り
［
三
田
村
丹
治
・
多
田
武
兵
衛
］
、
八
日
ノ
夜
、
葬
干
愛
宕
青
雲
寺
」
と
あ
る
の
も
同
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
子
供
に
あ
た
る
の
が
『
浅
井．一一一田村氏系図』の筆者、左門重弘で、『芸藩輯要」によると知行一一一百五十石、御児小姓・御小納戸役とある。広
島
藩
に
仕
え
た
三
田
村
氏
の
末
嵩
は
、
広
島
市
中
区
に
あ
る
臨
済
宗
の
金
龍
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
が
、
同
家
は
す
で
に
絶
え
、
同
寺
の
無
縁墓地には、九に十字の家紋を刻んだ三田村家の墓碑が数基残されている。ともあれ、『浅井．一一一田村氏系図」が広
島
藩
に
仕
え
た
三
田
村
氏
の
末
育
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
以
上
の
傍
証
か
ら
み
て
確
実
で
あ
り
、
そ
の
記
述
内
容
も
江
戸
中
期
以
前
に
遡
り
う
る
も
の
と
し
て
、
一
定
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
以上見てきたごとく、「浅井・三田村氏系図」は、戦国期から江戸前期にいたる一一一田村氏の系図であるが、同系図
には三田村氏歴代の釣書とともに、分家や兄弟についても詳細な記述があり、その中に井関姓の人物が多く見える。
す
な
わ
ち
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
は
、
井
関
家
の
系
図
を
辿
る
上
で
も
、
貴
重
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
同
系
図
の
う
ち
、
井関姓の名前が見える該当箇所を掲げると、次の通りである（後人書き入れの部分を括弧内に記した）。
９５面打井関考
法重家宗宗宗宗宗宗
家次久貞信俊友明安
国
定
三
田
村
左
衛
門
大
夫
江
北
横
山
城
主
、
浅
井
家
滅
亡
之
時
、
為
信
長
被
害
、
因
為
浅
井
家
親
族
之
故
也
家
政
井
関
右
兵
衛
尉
元
忠
野
村
右
近
西坊幸遜与毘沙門尊像干甥十兵衛家重、今尚存、霊験目新也
「
西
幸
坊
／
西
幸
坊
明
王
院
法
印
」
親
政
八
曲三田
村
市
左
衛
門
「
吉
介
」
寛
永
五
戊
辰
年
八
月
、
重
次
・
法
家
両
人
ノ
江
州
竹
生
嶋
二
捧
鉄
燈
寵
、
「
有
子
孫
、
号石田、長楽庵養子也」
法次「吉助」
井
関
十
兵
衛
、
浅
井
長
政
感
冊
ア
リ
、
浅
井
家
滅
亡
之
後
、
不
再
仕
而
、
蟄
干
江
北
海
津
三
田
村
安
右
衛
門
「
仕
高
次
公
」
一
一
一
田
村
源
六
、
左
衛
門
江
州
小
谷
討
死
、
以
弟
安
右
衛
門
重
次
為
養
子
三
田
村
八
郎
左
衛
門
於
江
州
小
谷
討
死
、
以
弟
新
右
衛
門
宗
貞
為
養
子
三
田
村
宮
内
亮
於
江
州
小
谷
討
死
井
関
左
京
亮
井
関
上
総
介
於
江
州
小
谷
討
死
三
田
村
新
右
衛
門
「則次」
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右の系図により、一一一田村氏の一族の中から、井関姓を名乗る人物が多く出ていることが分かる。すなわち、三田村
女
子
高
木
玄
済
室
少
庵
井
関
正
伯
、
後
改
玄
説
、
又
賜
法
服
家 女子
加
納
藤
左
衛
門
室
里・穴ロ’一一ｍ血凹Ｎ女二一ｎ郡
胴剰．●＋’千寓壁廟
奄
玄
一
束
後
改
常
立
、
従
細
川
越
中
守
殿
腸
批
以
医
業
之
・
有
功
名
厳
鯵
有
院
殿
下
召
肥
》
閑
二
師
辿
恒
潜
坤球、山廿匹十口鐸隅叩Ⅱ宝
光子子禄 又賜
之
以
法
眼
、
「
名
常
甫
、
字
正
伯
」
早
世「林兵庫室」
三田村十蔵「早世」
９７面打井関考
左衛門大夫国定の弟が井関右兵衛尉家政、左衛門宗安の弟が井関左京亮宗俊・井関上総介宗信・井関十兵衛家久を名
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
井
関
十
兵
衛
家
久
は
前
述
の
井
関
備
中
守
、
そ
の
子
の
十
兵
衛
家
重
は
井
関
河
内
を
指
し
、
三
田
村
家
と
面
打
井
関
家
と
が
同
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
井
関
河
内
が
三
田
村
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
海
津
西
浜
の
青
光
院
の
過
去帳に、井関河内の祖父として三田村左衛門国定の名が見えること、京都黒谷にある河内の息、井関玄説の墓碑銘に
「為佐々木右族而、世々住江北浅井郡一一一田村」とあって、井関河内の家系が代々三田村の居住であったと記されてい
る
こ
と
か
ら
も
、
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
同
時
代
の
傍
証
と
し
て
、
壬
生
官
務
章
弘
の
日
記
『
章
弘
宿
禰
記
』
（
宮
内
庁
書
陵部蔵）宝永四年二月七日条の、｜一一田村数馬が禁裏主殿寮の跡役を願い出た折の記事を挙げておきたい。これは主殿
寮
の
小
野
士
佐
守
友
治
の
息
子
、
主
殿
允
尚
方
が
出
仕
を
止
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
跡
役
を
三
田
村
数
馬
が
親
類
書
を
添
え
て
願
い
出
た
も
の
で
、
同
日
記
に
は
数
馬
が
提
出
し
た
以
下
の
よ
う
な
親
類
書
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
姓
源
氏
佐
々
木
庶
流
『
高
祖
父
「
曽
祖
父
「
祖
母
『
父
一、祖父 由
緒
書
江
州
横
山
城
主
京
極
若
狭
守
殿
家
頼
知
行
千
八
百
石
京
極
若
狭
守
殿
家
頼
知
行
六
百
石
主
殿
寮
士
佐
守
友
治
祖
父
小
野
筑
前
守
友
忠
女
三
田
村
彦
五
郎
三
田
村
保
太
夫
重
安
三
田
村
左
衛
門
太
夫
国
定
三
田
村
出
雲
重
次
9８
二
月
五
日
三
田
村
数
馬
判
この親類書にあるごとく、三田村数馬は一一一田村彦五郎の子であり、その先祖には江北横山城主の一一一田村左衛門大夫
国定の名も見える。『浅井。一一一田村氏系図」には、一一一田村数馬本人の名は見えないが、それは彼が三田村家から出て、
主殿寮の跡役を継承し、小野士佐守友治の養子となったためらしく、弟の三田村十蔵や伯父・伯父・従弟らの名はい
ずれも『浅井・三田村氏系図」に記載があり、同系図がかなり正確な情報を伝えていることが確かめられる。そして、
こ
の
親
類
書
に
も
叔
父
や
従
弟
と
し
て
井
関
玄
祝
（
玄
説
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）
や
井
関
正
伯
と
い
っ
た
井
関
姓
の
人
物
の
名
が
見
え
、
井
関
家
と
三
田
村
家
と
が
、
血
縁
で
結
ば
れ
た
親
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一、同
以
上
「
従
弟
「
叔
父
一
、
同
一一￣
、、、
伯弟母
父
松
平
安
芸
守
殿
家
来
松
平
安
芸
守
家
頼
知
行
二
百
五
拾
石
松
平
安
芸
守
殿
家
頼
知
行
四
百
石
江
戸
二
御
奉
公
相
勤
罷
有
候
御
役
料
五
百
石
愛
宕
大
納
言
殿
家
頼
井
関
正
伯
三
田
村
千
之
助
（ママ）
井
関
玄
祝
三
田
村
保
右
衛
門
一
色
筑
後
女
三
田
村
十
蔵
一一一田村吉兵衛
９９面打井関考
その三田村数馬は一一一田村彦五郎の息子で、彦五郎は「浅井・’一一田村氏系図」によれば、井関河内の五男にあたる人
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
田
村
数
馬
は
井
関
河
内
の
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
親
類
書
に
は
数
馬
の
祖
父
は
井
関
河
内
で
は
な
く、｜一一田村保太夫重安となっているが、それは、父の一一一田村彦五郎が井関家を出て、一二田村保太夫の養子になってい
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
井
関
河
内
の
長
男
か
ら
四
男
ま
で
は
い
ず
れ
も
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
五
男
の
彦
五
郎
だ
け
が
保
太
夫
重
安
の
養
子
と
な
り
、
三
田
村
姓
に
改
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ここであらためて問題となるのが、一一一田村家と井関家との関係である。『浅井・三田村氏系図」によれば、｜一一田村
左衛門大夫国定には四人の兄弟がいたが、四人の弟はそれぞれ井関右兵衛家政・野村右近元忠・西坊幸・親政（八
曲
）
と
名
乗
っ
て
い
る
。
四
男
の
西
坊
幸
は
出
家
で
あ
る
た
め
、
姓
の
記
載
が
な
い
が
、
五
男
の
親
政
（
八
曲
）
は
、
先
に
触
れ
た
井
関
親
政
と
同
人
と
思
わ
れ
、
四
人
の
う
ち
二
人
が
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
井
関
は
江
北
の
七
条
村
を
拠
点
と
す
る
氏
族
で
、
三
田
村
氏
を
先
祖
に
持
つ
井
関
玄
説
の
墓
碑
銘
に
、
「
野
村
・
加
納
・
七
条
、
皆
同
氏
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
三
田
村
・
野
村
・
加
納
・
七
条
の
近
隣
四
ヶ
村
に
住
む
各
氏
は
互
い
に
同
族
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
三
田
村
国
定
の
弟
が
、
井
関
姓
や
野
村
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
ら
村
々
の
郷
士
た
ち
が
親
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
三
田
村
国
定
の
兄
弟
に
井
関
姓
や
野
村
姓
を
名
乗
る
人
物
が
見
ら
れ
る
の
も
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
井
関
家
や
野
村
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろう。ただし、そのように結論づけるには、不自然な点も多く残されている。まず注目きれるのは、三田村国定には
四
人
の
兄
弟
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
｜
人
と
し
て
三
田
村
姓
を
名
乗
っ
た
人
物
が
い
な
い
点
で
あ
る
。
国
定
の
次
代
に
あ
た
る
三
田
村
左衛門宗安は九人兄弟であるが、そのうち井関姓を名乗ったのは一一一名のみで、他の六名はいずれも三田村姓を名乗っ
ている。通常ならば、三田村国定の兄弟にも、｜一一田村姓を名乗る人物がもっといて然るべきであろう。このことは、
次
の
よ
う
な
推
測
を
生
ぜ
し
め
る
。
三
田
村
家
と
井
関
家
と
の
関
係
は
、
三
田
村
国
定
の
兄
弟
が
井
関
家
の
養
子
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
100
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
三
田
村
国
定
自
身
が
も
と
も
と
は
井
関
家
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
国
定
の
兄
弟
の
多
く
が
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
国
定
の
息
子
か
ら
井
関
姓
を
名
乗
る
人
物
が
出
ていることも、容易に説明がつく。三田村国定については、他家からの養子とする伝承があり、その実家については、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
井
関
家
の
出
身
と
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
の
記述に従えば、井関家から三田村家に養子に入ったと考えるのが、最も自然のように思われるのである。それでは、
三
田
村
国
定
の
実
父
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
定
の
兄
弟
の
四
番
目
に
「
西
坊
幸
」
な
る
人
物
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
西
坊
幸
」
の
下
に
書
か
れ
た
割
注
に
は
、
西
坊
幸
の
「
毘
沙
門
尊
像
」
が
「
甥
十
兵
衛
家
重
」
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
西
坊
幸
が
出
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
仏
像
の
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
「
西
幸
坊
」
は
お
そ
ら
く
、
仏
師
・
面
打
と
し
て
活
動
し
た
西
之
坊
幸
賢
と
同
人
で
あ
ろ
う
。
西
之
坊
幸
賢
す
な
わ
ち
大
光
坊
は
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
で
、
「
日
本
馬
術
史
』
に
は
、
同
人
と
思
し
き
「
大
吉
寺
西
ノ
坊
」
「
恵
久
」
の
名
が
「
家
政
ノ
弟
」
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
「西坊幸」の名が四番目の男子として、また、「家政井関右兵衛尉」の弟として挙がっていることとも符合する。ま
た、『鞍鐙新書」には「家政の弟」として「井関次郎左衛門親政」の名が見えるが、『浅井・三田村氏系図」にも、
「
家
政
」
や
「
西
幸
坊
」
の
弟
と
し
て
「
親
政
八
曲
」
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
三
田
村
国
定
の
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
井
関
次
郎
左
衛
門
家政・大光坊幸賢・井関次郎左衛門親政と同一人物である可能性が想定されるのである。しかも、その兄弟関係は、
「日本馬術史』などの鞍打井関家関係資料の情報とも多くの点で一致する。すなわち、『浅井・三田村氏系図』は、一一一
田村氏の家系と井関氏の家系とが混在した系図と見られるのであり、一一一田村国定以下の五人兄弟は、いずれも三田村
定
元
の
実
子
で
は
な
く
、
実
は
井
関
上
総
守
親
信
の
実
子
で
あ
っ
て
、
長
男
の
国
定
だ
け
が
三
田
村
定
元
の
養
子
と
な
っ
て
一
一
一
田
村
家
に
101面打井関考
三
田
村
氏
・
井
関
氏
は
と
も
に
浅
井
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
浅
井
氏
の
滅
亡
は
、
両
家
の
境
遇
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
になる。江北に侵攻してきた織田信長の攻勢を受け、浅井氏がついに滅亡するのは天正一兀年（’五七三）八月のこと。
「浅井・’一一田村氏系図』は、この合戦によって、三田村国定およびその子の左衛門宗安・八郎左衛門宗明・宮内亮宗
友
・
井
関
左
京
亮
宗
俊
・
井
関
上
総
介
宗
信
が
没
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
合
戦
に
も
生
き
延
び
た
井
関
十
兵
衛
家
久
は
、
当
時
ま
だ
十
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
系
図
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
浅
井
氏
の
没
落
後
、
再
仕
す
る
こ
と
も
な
く
、
琵
琶
湖
の
対
岸
に
位
置
す
る
海
津
の
地
に
蟄
居
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
谷
田
剛
氏
所
蔵
文
書
の
中
に
、
や
や
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
の
書
き
込
み
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
信長公、江州平均之後、以二秀吉公》守ヱラル長浜之城一一一時二、江北不し平、信長公仰一→秀吉公一一一、立二京極家一、時二三田
村左衛門太夫国定末子一一一人十六才・十一一才・九才、江州西浜村二蟄居ス、秀吉公仰一一磯野氏一一一、以一一小船→召し之、｜二
人之内兄二人行二長浜一一一、母隠二末子『八秀吉公不し殺し之ヲ、仰下し可レ仕二京極家一一一之由埠、兄十兵衛辞し之、以弟ヲ出二之
秀吉公一一一、ハシカキ面ナレハトテ号二麥右衛門十、手ツカラ賜二助定之刀『、後一一号二安右衛門→、又号二出雲守斗、兄方
市
左
衛
門
叩
十兵衛後二号二備中守千、末子号二吉助一、十兵衛・吉助者住二西浜村一一一、十兵衛、野村備中ト号、備中子号井関十兵
衛
家
重
、
後
号
河
内
、
法
名
青
光
院
道
悟
入
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
矛
盾
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
小
の
国
衆
ク
ラ
ス
の
武
士
で
あ
っ
た
井
関
氏
に
対
し
、
三
田
村
氏
は
京
極
方
の
根
本
被
官
と
し
て
浅
井
氏
に
次
ぐ
勢
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
長
男
で
あ
り
な
が
ら
、
三
田
村
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
も
十分に有り得たと考えられる。その一一一田村国定の子供のうち、一一一人が井関姓を名乗っているのは、国定が実家の井関
家
に
再
び
養
子
と
し
て
遣
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
井
関
河
内
の
親
、
井
関
十
兵
衛
家
久
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
1０２
これによれば、浅井氏滅亡の後、長浜城主となって江北支配に乗り出した豊臣秀吉が、当時、海津西浜村に蟄居し
ていた三田村国定の三人の子を召し出して、京極高次に仕官させようとしたことがあった。その一一一人はすなわち、井
関
十
兵
衛
家
久
・
三
田
村
安
右
衛
門
重
次
・
三
田
村
市
左
衛
門
法
家
で
あ
り
、
十
兵
衛
家
久
は
こ
の
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
天
正
元
年
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
井
関
十
兵
衛
家
久
の
生
年
は
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
仮
に
永
禄
元
年
生
ま
れ
と
す
ると、薬莱神社蔵の大飛出面を制作した慶長三年（’五九八）には四十一歳、没年の寛永三年（一六二六）には六十八歳
で
、
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ぬ
推
定
年
齢
と
い
え
よ
う
。
秀
吉
の
申
し
出
に
対
し
、
井
関
十
兵
衛
家
久
は
辞
退
し
、
弟
の
三
田
村
安
右
衛
門
だ
け
が
京
極
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、
『
章
弘
宿
禰
記
』
所
引
の
三
田
村
数
馬
親
類
書
に
、
「
京
極
若
狭
守
殿
家
頼
」
と
し
て
三
田
村
安
右
衛
門
重
次
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
の
「
由
緒
書
』
は
、
井
関
家
と
同
じ
く
、
浅
井
氏
滅
亡
後
、
海
津
西
浜
に
落
ち
延
び
た
石
田
氏
の
末
喬
（四）
が
ま
と
め
た
由
緒
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
、
井
関
十
兵
衛
家
久
の
動
向
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
田
甲
斐
守
正
継
の
子
藤
次
郎
維
継
に
つ
い
て
記
す
中
に
、
「
浅
井
家
落
去
之
剛
、
三
田
村
十
兵
衛
家
久
与
申
者
与
申
合
セ
、
長
政
幼
君
三
歳
二
御
成
り
候
ヲ
守
り
立
、
故
郷
西
浜
村
江
供
仕
、
只
今
亨
介
居
宅
二
而
養
育
申
候
得
共
、
終
二
御
早
世
之
事
二
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、
「
三
田
村
十
兵
衛
」
と
協
同
し
て
浅
井
長
政
の
遺
児
を
守
る
べ
く
、
海
津
西
浜
に
逃
れ
て
い
た
が
、
そ
の
遺
児
が
つ
い
に
早
世
し
た
こ
と
が
見
え
る
のである。この「三田村十兵衛」が井関十兵衛家久を指していることは、あらためて一一一一口うまでもない。さらに、藤次
郎
維
継
の
孫
、
石
田
吉
兵
衛
則
継
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。
則
継
弟
藤
太
夫
良
宗
義
、
家
督
配
分
仕
、
酒
造
仕
ら
せ
申
候
。
此
藤
太
夫
、
則
只
今
九
郎
左
衛
門
元
祖
道
受
事
二
御
座
候
。
（
中
略）但右酒造株之義者三田村十兵衛浪々之営ミニ薬酒製仕、渡世仕候様二御座候、十兵衛家久適子十兵衛家重、
乱
舞
之
面
ヲ
打
候
一
一
よ
り
、
天
下
一
河
内
大
橡
与
申
候
。
家
重
息
男
者
井
関
法
眼
玄
説
老
二
而
、
公
儀
御
医
師
二
被
召
出
候
三
ヶ
１０３面打井関考
（ママ）
様之訳合二而、右造酒株明キ申候ヲ、旧好ヲ以吉兵衛江被相譲り由‐候。
すなわち、石田吉兵衛則継の弟藤太夫良宗が分家した際、酒造を生業としたが、その酒造株は「｜一一田村十兵衛」が
も
と
も
と
所
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
浪
人
と
な
っ
た
十
兵
衛
は
薬
酒
を
製
造
し
、
こ
れ
を
渡
世
に
し
て
い
た
が
、
息
子
の
井
関
十
兵衛家重は「乱舞之面」を打ち、またその子の井関玄説も公儀医師となったため、酒造株は空きになっていた。それ
を譲り受けたのが石田藤太夫良宗であった。ここに「｜一一田村十兵衛」すなわち井関十兵衛家久が酒造を営んでいた事
実
が
見
え
る
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
そ
の
傍
ら
、
能
面
を
も
打
っ
て
い
た
こ
と
が
、
井
関
十
兵
衛
・
井
関
備
中
守
と
署
名
し
た
慶
長
年
間
の
い
く
つ
か
の
作
例
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
面
裏
に
墨
書
し
た
花
押
は
、
「
日
本
馬
術
史
」
や
『鞍打印形」に、「慶長ノ比／井関」として見える花押と同一であり（写真③参照）、井関十兵衛家久が、同時に馬の鞍
を
も
制
作
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
天
正
一
兀
年
の
浅
井
氏
没
落
と
と
も
に
、
近
江
北
三
郡
の
坂
田
郡
を
拠
点
と
し
て
い
た
井
関
家
の
一
族
は
各
地
に
離
散
す
る
こ
と
に
な
っ
（五）た。
井
関
上
総
守
の
四
男
で
、
大
吉
寺
に
住
ん
で
い
た
大
光
坊
幸
賢
す
な
わ
ち
恵
久
法
印
が
天
正
二
年
二
月
に
作
っ
た
面
に
は
「
於
不
勤
山
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
恵
久
法
印
が
当
時
、
「
不
動
山
」
に
寄
留
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
紀
州
東
照
宮
伝
来
の
徳
川
家
康所用と伝える黒漆塗鞍には天正十七年の年記と「於駿州井関作」の墨書がある由で、神戸市立博物館の南蛮人蒔絵
鞍にも、慶長九年の年記とともに「於越州北庄／井関造之」と墨書があり、井関家の一族が、駿河や越前福井で活動
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
者
は
駿
府
城
の
徳
川
家
康
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
徳
川
家
康
の
次
男
、
越
前
福
井
藩
初
代
藩
主
の
結
城
秀
康
と
の
関
わ
り
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
や
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
井
関
次
郎
左
衛
門
親
政
は
浅
井
長
政
に
仕
え
た
後
、
徳
川
家
康
に
召
し
出
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
旗
本
と
し
て
代
々
徳
川
家に仕えたとあり、井関次郎左衛門家は早くから徳川家に出仕するようになっていたらしい。斎藤望氏が紹介する内
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実
際
、
多
賀
大
社
別
当
不
動
院
の
院
主
・
慈
性
の
日
記
『
慈
性
日
記
」
に
は
、
井
関
が
慶
長
年
間
に
江
戸
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
散
見
す
る
。
慶
長
十
九
年
正
月
五
日
条
に
「
井
関
参
候
、
法
性
寺
に
て
祝
申
入
侯
」
、
同
年
三
月
十
五
日
条
に
「
井
関
振
舞
に
て
候
」
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
当
時
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
慈
性
が
井
関
家
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
四
月
二
十
五
日
条
に
は
「
井
関
太
郎
二
郎
へ
面
ノ
作
り
様
・
彩
色
の
様
習
候
也
」
と
も
あ
り
、
慈
性
が
井
関
太
郎
二
郎
な
る
人
物
か
ら
面
の
制
作
法
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慈
性
が
能
面
の
制
作
を
も
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
多
賀
大
社
に
慈
性
作
と
墨
書
銘
の
あ
る
面
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
慈
性
の
面
制
作
の
指
導
者
と
し
て
こ
こ
に
名
前
の
見
え
る
「
井
関
太
郎
二
郎
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
鞍
鐙
新
書
』
に
、
初
め
太
郎
次
郎
を
名
乗
っ
た
と
い
う
井
関
次
郎
左
衛
門
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
「慈性日記」には、その後、寛永五年（一六一一八）三月十五日条にも「午ノ刻二江戸井関二郎左衛門へ参着」とあり、
ま
た
、
同
年
八
月
六
日
条
に
も
「
井
関
太
郎
次
へ
銀
子
五
枚
・
た
き
物
一
貝
、
内
義
へ
ち
り
め
ん
一
巻
、
虎
蔵
へ
帷
子
一
、
ム
ス
メ
単
、
お
と
餌
二
人
ナ
ラ
物
ノ
わ
き
さ
し
一
腰
つ
、
、
甚
十
郎
へ
帷
子
一
、
下
々
ノ
モ
ノ
ニ
一
貫
文
」
と
あ
っ
て
、
寛
永
五
年
当
時
、
井
関
二
郎
左
衛
門
を
名
乗
る
人
物
が
い
た
こ
と
や
、
井
関
太
郎
次
と
そ
の
家
族
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
、
慈
性
に
面
制
作
の
指
導
を
し
た
井
関
太
郎
二
郎
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
「
鞍
鐙
新
書
」
に
見
え
る
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
と
の
関
係
は
明
確
で
な
い
が
、
『
慈
性
日
記
」
に
所
見
の
井
関
太
郎
次
郎
・
井
関
二
郎
左
衛
門
が
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
と
同
人
あ
る
い
は
そ
の
息
子
で
、
寛
永
五
年
の
記
録
に
見
え
る
「
井
関
太
郎
次
」
が
そ
の
後
嗣
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
年
九
月
、
関
」
御目見した」
閣
文
庫
本
『
鞍
鐙
新
書
』
の
井
関
家
系
図
に
よ
る
と
、
江
戸
幕
府
に
出
仕
し
た
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
は
、
「
初
め
太
郎
次
郎
と
い
い
、
越
前
国
住
で
、
文
禄
年
中
に
御
鞍
御
用
を
仰
付
ら
れ
、
永
楽
三
拾
六
貫
文
の
地
を
下
さ
れ
て
、
御
職
人
の
列
に
召
し
加
え
ら
れ
、
慶
長
五
年
九
月
、
関
ヶ
原
の
御
供
に
侯
し
、
還
御
の
後
は
江
戸
に
住
し
、
正
月
二
日
、
五
月
五
日
、
九
月
九
日
に
御
鞍
を
献
上
し
、
名
披
露
独
礼
し」い雪っ。
１０５面打井関考
か
。
そ
し
て
、
二
郎
左
衛
門
と
い
う
名
乗
り
か
ら
は
、
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
た
と
見
ら
れ
る
井
関
二
郎
左
衛
門
家
政
の
存
在
が
連
想
さ
れ
る
。
慶
長
九
年
、
越
前
府
中
で
の
制
作
と
い
う
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
の
作
者
が
井
関
家
政
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
内
閣
文
庫
本
『
鞍
鐙
新
書
」
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
も
、
も
と
も
と
越
前
国
の
住
で
、
や
は
り
越
前
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
井
関
次
郎
左
衛
門
の
一
家
は
、
早
く
に
徳
川
家
を
頼
っ
て
、
駿
府
や
越
前
府
中
で
活
動
し
、
慶
長
年
間
に
は
江
戸
に
移
住
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
酒
井
家
本
『
江
戸
幕
府
日
記
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
八
年
五
月
五
日
条
に
、
「
井
関
太
郎
二
郎
」
が
江
戸
城
白
書
院
に
て
木
地
御
鞍
を
進
上
し
、
将
軍
に
御
目
見
し
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
皮
切
り
に、「井関父子」（寛永十九年五月五日条）、「鞍打井関」（正保二年五月五日条）、「井関太左衛門」（慶安二年五月五日
条
）
の
御
目
見
の
記
事
が
見
え
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
が
正
月
二
日
・
五
月
五
日
・
九
月
九
日
に
鞍
を
献
上
し
て
独
礼
御
目
見
し
た
と
い
う
『
鞍
鐙
新
書
』
の
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
『
柳
営
日
次
記
」
に
も
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
五
月
五
日
、
鞍
工
「
伊
関
太
（ママ）
郎
次
郎
」
が
、
万
治
二
年
同
日
、
「
御
鞍
師
伊
関
二
郎
右
衛
門
」
が
、
同
年
九
月
九
日
、
「
井
関
次
郎
左
衛
門
」
が
江
戸
城
に
参
上
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
記
事
は
、
そ
の
後
、
寛
文
年
間
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
は
慶
長
以
後
も
幕
府
御
用
の
鞍
打
と
し
て
続
き
、
そ
の
分
家
は
さ
ら
に
幕
府
の
旗
本
と
し
て
幕
末
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
斎
藤
望
氏
の
前
掲
論
文
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
井
関
十
兵
衛
家
久
は
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
の
人
々
と
は
行
動
を
異
に
し
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
浅
井
氏
滅
亡
後
、
琵
琶
湖
の
対
岸
に
位
置
す
る
海
津
西
浜
に
遁
れ
、
彼
の
地
に
住
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
、
慶
長
期
に
も
江
戸
に
出
た
形
跡
が
な
い
。
天
正
十
年
前
後
の
生
ま
れ
で
、
江
戸
幕
府
開
府
の
慶
長
八
年
に
は
二
十
歳
前
後
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
井
関
河
内
も
、
そ
の
頃
に
は
ま
だ
海
津
西
浜
に
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
井
関
河
内
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
１０６
「
古
今
無
類
最
上
ノ
名
人
」
と
言
わ
れ
た
井
関
河
内
は
、
近
世
の
能
面
史
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
多
く
の
優
れ
た
作
を
残
し
、
そ
の
美
的
に
洗
練
さ
れ
た
面
の
数
々
は
、
能
役
者
に
も
大
変
好
ま
れ
、
現
代
の
舞
台
で
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
能
面
の
も
っ
と
も
完
成
さ
れ
た
美
の
一
つ
の
典
型
が
、
井
関
河
内
の
面
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
近
世
以
前
に
活
躍
した面打の伝記研究が低調な中、井関河内については比較的多くの研究蓄積があり、西野春雄氏「井関追跡」急日本
文学誌要」四十二号、平成二年）が、『仮面譜」に見える井関河内の正保二年（一六四五）という没年を再検討し、正保
（一ハ）
四年や慶安五年（一六五二）の年記がある河内の作例を紹介して、近江海津西浜にある青光院の過去帳に見える明暦一一一
年
（
一
六
五
七
）
が
、
河
内
の
没
年
と
し
て
よ
り
信
懸
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
を
は
じ
め
、
斎
藤
望
氏
「
面
打
井
関
の
系
譜
」
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
面
打
ち
，
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」
が
、
井
関
河
内
の
知
り
う
る
在
銘
作
品
を
列
挙
し
て
、
そ
の
動
向
を
考
察
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
「
井
関
河
内
覚
書
ｌ
京
都
黒
谷
の
墓
を
訪
れ
て
ｌ
」
（
「
観
世
』
六
十
六
巻
八
号
、
平
成
十
一
年
）
を
ま
と
め
、
井
関
河
内
の
菩
提
寺
が
京
都
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
で
、
同
寺
墓
地
に
河
内
の
墓
碑
が
現
存
す
る
こ
と
、
そ
の
傍
ら
に
建
つ
河
内
の
息
子
、
井
関
玄
説
の
墓
碑
銘
に
河
内
の
墓
が
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
寺
永
運
院
に
現
存
す
る
過
去
帳
に
井
関
河
内
と
そ
の
子
孫
の
戒
名・忌日が見えること等を紹介した。これらの研究によって、井関河内の伝記は徐々に明らかになりつつあるが、こ
こ
で
は
ま
ず
、
井
関
河
内
の
生
涯
を
知
る
上
で
最
も
重
要
な
資
料
と
な
る
、
河
内
の
在
銘
作
品
に
見
え
る
銘
文
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
前
掲
の
諸
論
考
で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
井
関
河
内
の
在
銘
作
品
の
銘
記
を
掲げると、以下のごとくである。
①
愛
知
県
豊
橋
市
・
魚
町
能
楽
会
蔵
小
面
六
、
井
関
河
内
の
伝
記
107面打井関考
「
慶
安
五
年
／
卯
月
十
五
日
／
城
州
於
京
都
／
井
関
河
内
大
抵
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）
以上が従来知られている井関河内の在銘作品の全てであり、①②がそれぞれ面裏に金泥書・朱漆書で銘記したもの
で
あ
る
の
に
対
し
、
③
～
⑦
は
い
ず
れ
も
偶
々
剥
落
し
た
彩
色
の
下
に
見
い
だ
さ
れ
た
墨
書
銘
で
あ
り
、
⑤
の
よ
う
に
、
銘
文
の
全
体
を
判
読
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
現
在
、
補
彩
が
な
さ
れ
、
既
に
墨
書
銘
が
確
認
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
保
管
の
高
松
松
平
家
資
料
の
う
ち
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
が
あ
る
三
光
尉
面
に
も
、
左
耳
の
彩
色
の
下
か
ら
「
［
］
月
吉
日
」
と
い
う
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
て
い
る
⑦
銭
仙
会
蔵
小
面
「
正
保
四
年
［
］
」
「
［
］
河
内
大
抵
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）
⑥
秋
田
県
男
鹿
市
・
東
湖
八
坂
神
社
蔵
小
尉
「
武
州
江
戸
ニ
テ
／
慶
安
四
年
弐
月
吉
日
／
井
関
河
内
極
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）
「
天
下
一
河
内
」
（
焼
印
）
⑤
佐
野
美
術
館
蔵
那
郵
男
④
福
岡
市
博
物
館
蔵
深
井
③某所蔵曲見
「寛永乙亥／今春本面／井関写／家重（花押と（面裏金泥書）
②
愛
知
県
豊
橋
市
・
魚
町
能
楽
会
蔵
大
癒
見
「行年七十三歳／源家重（花押）」（面裏朱漆書）「天下一河内」（焼印）
「武州江戸ニテ／正保四年八月吉日／井関河内大抵源家重作」〈彩色下墨書）
「
武
州
於
江
戸
／
寛
永
十
六
年
二
月
吉
日
／
井
関
河
内
大
橡
／
源
家
重
」
（
彩
色
下
墨
書
）
「
天
下
一
河
内
」
（
焼
印
）
１０８
作
に
も
、
ま
た
捺
し
て
い
な
い
作
に
も
、
井
関
河
内
は
彩
色
下
に
制
作
年
月
日
と
作
者
名
を
記
す
の
が
常
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
後
、
同
様
の
銘
文
が
さ
ら
に
多
く
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
が
、
右
の
限
ら
れ
た
数
の
銘
記
か
ら
も
、
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
多
い
。
ま
ず
、
寛
永
十
二
年
を
遡
る
作
例
が
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
寛
永
十
二
年
当
時
、
井
関
河
内
は
既
に
五
十
歳
を
超
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
井
関
河
内
の
在
銘
作
品
は
、
そ
の
河
内
が
五
十
歳
を
超
え
た
晩
年
の
作
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
井
関
河
内
の
作
に
は
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
た
も
の
が
多
い
が
、
河
内
大
橡
を
受
領
す
る
以
前
の
焼
印
を
捺
し
た
作
例
も
、
一
例
と
し
て
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
五
十
歳
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
井
関
河
内
の
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
井
関
十
兵
衛
家
重
が
河
内
大
橡
を
い
つ
受
領
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
後
藤
淑
氏
「
井
関
河
内
家
重
の
こ
と
」
ｓ
能
楽
の
起
源
」
、
昭
和
五
十
年
、
木
耳
社
）
に
、
寛
永
三
年
、
海
津
西
浜
の
「
宗
泉
」
な
る
人
物
が
井
関
家
重
に
屋
敷
を
売
り
渡
し
た
際
の
証
文
（
江
島
伊
兵
衛
氏
旧
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
宛
名
に
「
井
関
河
内
」
と
見
え
る
か
ら
、
寛
永
三
年
以
前
に
は
河
内
大
橡
を
受
領
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
た
面
は
、
寛
永
初
年
ま
で
は
制
作
年
時
が
遡
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
の
井
関
河
内
の
作
例
は
、
そ
の
多
く
が
寛
永
以
後
の
晩
年
の
作
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
は
井
関
河
内
の
面
打
と
し
て
の
活
動
が
、
晩
年
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
う
事
実
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
井
関
河
内
の
作
例
に
制
作
年
時
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
井
関
河
内
が
寛
永
頃
、
近
江
を
出
て
、
江
戸
に
活
動
の
場
を
移
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
井
関
河
内
の
江
戸
移
住
の
年
時
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
有
力
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
あ
る
井
関
河内の息子玄説の墓碑銘である。長文になるが、以下にその全文を掲げることにしよう。
翁
姓
源
、
氏
井
関
、
韓
常
甫
、
字
玄
説
、
号
保
真
庵
、
其
先
大
和
人
也
、
至
中
葉
遷
居
江
州
、
為
佐
々
木
右
族
、
而
世
々
住
江
北
浅
井郡三田村、野村、加納、七條皆同氏也、翁父諒家重、字十兵衛、母桂田氏、翁以元和四戊午年十一一月一一十一一日
109面打井関考
孤
子
正
伯
建
焉
右は井関玄説の子正伯の撰になるもので、井関家の由緒、および井関玄説の経歴と、父河内の墓の傍らに墓碑を建
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
関
玄
説
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
二
月
、
近
江
海
津
の
地
に
生
ま
れ
た
と
い
い
、
当
時
、
父
の
井
関
河
内
も
海
津
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
井
関
河
内
が
寛
永
三
年
十
二
月
、
海
津
西
浜
の
「
宗
泉
」
か
ら
屋
敷
を
買
得
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
井
関
河
内
は
少
な
く
と
も
寛
永
三
年
ま
で
は
近
江
海
津
の
住
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
墓
碑
銘
は
、
そ
の
後
、
玄
説
が
十
四
歳
の
時
に
江
戸
に
来
住
し
た
、
と
記
す
。
玄
説
の
十
四
歳
は
寛
永
八
年
に
該
当
す
る
。
子
供
の
玄
説
だ
け
が
江
戸
に
移
住
し
た
可
能
性
は
低
く
、
井
関
河
内
を
は
じ
め
一
家
を
挙
げ
て
の
移
住
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
寛
永
八
年
を
江
戸
移
住
の
年
時
の
、
一
つ
の
目
安
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
酒
井
家
本
『
江
戸
幕
府
日
記
」
に
は
、
寛
永
十
年
八
月
一
日
条
に
「
井
関
河
内
・
出
目
源
介
、
外
縁
通
二
而
進
物
前
置
、
御
目
見
仕
云
々
」
と
、
江
戸
城
白書院外縁において、井関河内が出目源介とともに進物を献上し、将軍にお目見えした由が記されており、寛永十年
の
時
点
で
す
で
に
江
戸
に
来
住
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
井
関
河
内
の
娘
で
、
後
に
近
江
海
津
の
石
田
吉
兵
衛
に
嫁
い
だ
井
関
万
の
伝
記
「
井
関
室
人
行
状
』
（
谷
田
剛
氏
蔵
）
に
も
、
「
寛
永
十
一
甲
戌
年
、
生
子
武
州
江
戸
」
と
、
河
内
の
娘
が
寛
永
十
一
年
に
江
戸
で
誕
生
し
た
こ
と
が
見
え
、
河
内
の
江
戸
在
住
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傍
証
か
ら
も
、
井
関
河
内
の
江
戸
来
住
が
寛
永
八
年
頃
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
遺
子
孫
云
爾
生
子
江
北
海
津
笑
、
十
四
歳
而
来
住
江
府
、
為
医
終
為
国
手
、
馳
名
於
海
内
、
故
達
台
聴
、
特
賜
位
禄
、
今
歳
元
禄
十
二
己
卯
年
五
月
二
日
、
享
年
八
十
有
二
歳
而
終
焉
、
葬
干
武
州
浅
草
龍
宝
寺
、
嘗
妻
林
氏
生
二
子
、
女
嫁
高
木
氏
、
男
正
伯
嗣
家
業
、
翁
平
日
願
葬
父
墓
之
傍
、
然
父
墓
在
平
安
城
紫
雲
山
、
遠
途
難
従
之
、
故
以
歯
牙
謄
帯
井
尋
常
所
玩
銅
鏡
、
埋
父
墓
之
傍
、
建
碑
子
其
上
、
１１０
その江戸下りの年時との関連で注目されるのが、竹本幹夫氏が「細川藩関係資料に見る江戸時代初期の能楽（下Ｅ
Ｓ
能
研
究
と
評
論
』
十
八
、
平
成
三
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
「
細
川
家
史
料
』
所
見
の
面
打
井
関
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
、
同
書
所収の寛永一一年一一一月二十一日付細川忠利宛三斎書状に、「小面もしやくみも、いせきうち見事にて候間、此ことぐう
たせ申度候間、被申付可給候、所不存候問、其方より人御やり有へく候」云々とあり、竹本氏はこの「いせき」を井
関河内のことと見て、書状の文面から見て井関河内が当時すでに近江から江戸に移住していたものと解しておられる。
右の書状には「いせき」とあるのみで、慶長期すでに江戸で活動の拠点を移していた井関太郎次郎・井関次郎左衛門
の系統の面打である可能性も考えねばならないが、結論からいえば、井関河内のことかという竹本氏の御見解に従い
たい。ただし、この書状によって、井関河内がこれ以前に江戸に移住していたと見る点は再考の余地があるように思
われる。むしろ、一時的に江戸を訪れていた可能性にとどめるべきであろう。「細川家史料」には、さらにその後、
寛永七年七月から八月にかけて、永井信濃守所持の小面を「井関」に写させ、細川家の細工人新兵衛を遣わして「か
た
の
取
様
、
う
ち
や
う
」
「
彩
色
之
仕
様
」
な
ど
を
習
わ
せ
た
由
が
見
え
る
。
こ
の
「
井
関
」
も
、
井
関
河
内
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
また別の井関姓の面打であるのか、必ずしも明確ではないが、井関河内その人を指している可能性は高いと思われる。
すなわち、これは井関玄説が出府する前年の記事であり、井関河内が妻子に先だって、江戸で本格的な活動を行って
いたことが予想されるからである。このように細川家や永井家といった有力大名の御用を勤めるようになったことが、
井関河内の出府を促す契機となり、やがて活動の拠点を江戸に移し、幕府の御用面打としての地位を確立するにい
たったものと考えておきたい。寛永十年八月一日、井関河内が出目源介とともに江戸城で将軍にお目見えしているの
も、彼が当時、幕府御用面打の地位にあったことを示す有力な証拠といえる。金春八左衛門安住書写の「公儀諸向
古
キ
書
附
写
集
』
（
金
春
宗
家
蔵
）
に
は
、
明
暦
元
年
十
一
月
付
の
公
儀
御
役
者
の
扶
持
方
帳
面
の
一
部
が
転
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
111面打井関考
も
「
五
人
井
関
河
内
」
「
五
人
出
目
三
十
郎
」
の
一
一
人
の
面
打
の
名
が
見
え
、
井
関
河
内
が
幕
府
か
ら
公
儀
お
抱
え
の
面
打
と
し
て
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
観
世
元
章
編
の
『
諸
家
面
目
録
」
に
、
将
軍
「
御
召
」
の
面
と
し
て
、
「
井
関
河
内
造
」
の
写
し
が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
が
幕
府
お
抱
え
の
面
打
と
し
て
精
力
的
に
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
金
春
家
や
観
世
家
の
本
面
の
写
し
を
数
多
く
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
実
際
、
井
関
河
内
の
現
存
作
例
の
過
半
は
、
金
春
家
・
観
世
家
の
本
面
の
写
し
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
永
七
、
八
年
以
降
、
も
っ
ぱ
ら
江
戸
で
の
活
動
が
目
立
つ
井
関
河
内
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
「
井
関
室
人
行
状
』
に
は
、
寛
永
十
一
年
生
ま
れ
の
娘
、
井
関
万
が
「
六
歳
之
時
、
従
父
母
而
、
帰
国
」
と
あ
り
、
一
時
的
に
近
江
海
津
に
戻
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鎮
仙
会
蔵
の
小
面
に
は
慶
安
五
年
の
年
記
と
と
も
に
「
城
州
於
京
都
」
の
墨
書
銘
が
あ
り
、
同
年
に
は
江
戸
か
ら
京
都
に
移
住
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
五
年
後
の
明
暦
三
年
四
月
二
十
日
に
井
関
河
内
は
没
し
て
い
る
が
、
河
内
の
墓
が
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
晩
年
は
京
都
で
過
ご
し
、
同
地
で
亡
く
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
金
剛
巌
氏
の
『
能
面
作
家
小
史
』
は
河
内
の
亨
年
を
七
十
七
歳
と
す
る
。
い
か
な
る
資
料
に
よ
っ
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
豊
橋
魚
町
能
楽
会
蔵
の
井
関
河
内
作
の
大
癒
見
面
に
「
行
年
七
十
三
歳
」
と
あ
り
、
同
年
ま
で
は
生
き
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
七
十
七
歳
の
没
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
生
年
は
天
正
九
年
（
一
五
八
二
と
な
る
。
拙稿「井関河内覚書」で報告したように、井関河内の墓は、黒谷金戒光明寺の墓地に現存する。人の身の丈ほども
あ
る
、
良
質
の
御
影
石
を
用
い
た
立
派
な
墓
碑
で
、
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
を
刻
み
、
「
青
光
院
円
誉
道
悟
大
信
士
」
の
戒
名
と
、
その左傍らに小さく「井関十兵衛尉之墓」、裏面には「明暦一一一丁酉年四月二十日」の忌日の刻銘がある。河内の墓に
向
か
っ
て
右
隣
に
は
、
同
じ
形
の
墓
碑
が
建
ち
、
そ
こ
に
は
「
宝
樹
院
殿
本
誉
了
悟
大
姉
」
「
井
関
十
兵
衛
尉
妻
坂
本
氏
之
墓
」
と
刻
ま
れ
る
。
こ
の
戒
名
は
青
光
院
過
去
帳
に
よ
る
と
、
河
内
の
後
妻
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
「
保
真
庵
井
関
玄
説
之
１１２
墓
」
と
刻
ま
れ
た
井
関
河
内
の
息
子
、
玄
説
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
は
、
井
関
長
五
、
井
関
市
之
助
、
井
関
次
郎
右
衛
門
の
名
を
刻
む
小
さ
な
墓
が
散
在
す
る
。
確
認
出
来
た
井
関
一
族
の
墓
は
全
部
で
七
基
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
宿
坊
の
名
前
は
刻
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
金
戒
光
明
寺
の
十
あ
る
子
院
の
う
ち
、
永
雲
院
が
井
関
家
の
菩
提
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
御
住
職
の
御
厚
意
で
、
井
関
姓
の
分
を
書
き
抜
い
た
次
の
よ
う
な
メ
モ
を
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。
明
暦
三
丁
酉
四
月
二
十
日
青
光
院
殿
円
誉
道
悟
居
士
井
関
河
内
明
暦
三
丁
酉
十
月
三
日
誓
誉
順
阿
居
士
井
関
治
郎
右
衛
門
寛
文
三
癸
卯
九
月
二
十
七
日
月
光
秋
閑
居
士
井
関
市
之
助
寛
文
十
三
癸
丑
一
一
月
十
一
日
宝
樹
院
殿
本
誉
了
悟
大
姉
井
関
勘
助
母
元禄十一一己卯五月二日
浄
心
院
霊
誉
不
味
居
士
井
関
正
伯
父
宝
永
二
乙
酉
十
一
月
二
日
安
斎
長
恭
童
子
井
関
常
三
正
徳
二
壬
辰
三
月
一
一
十
七
日
作
庵
常
立
居
士
井
関
常
立
享
保
十
六
辛
亥
九
月
十
日
竹
林
常
貞
法
尼
井
関
玄
東
母
安
永
七
戊
戌
九
月
十
二
日
蓮
信
院
妙
暢
井
関
亭
助
母
青
光
院
過
去
帳
や
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
も
名
前
の
見
え
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
も
参
照
す
る
と
、
右
の
う
ち
、
井
関
治
（
次
）
郎
右
衛
門
、
井
関
市
之
助
、
井
関
正
伯
父
、
井
関
常
立
の
四
人
が
河
内
の
子
供
と
知
ら
れ
る
。
父
河
内
と
同
じ
く
明
暦
三
年
没
の
井
関
治
郎
右
衛
門
は
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
見
え
る
井
関
二
郎
右
衛
門
家
正
の
こ
と
と
恩
し
く
、
同
書
の
後
人
注
記
に
は
「
仕
尾
州
」
と
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
に
出
仕
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
父
の
家
業
を
継
い
で
面
打
と
し
て
活
動
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
り
、
明
暦
三
年
の
五
座
役
者
の
名
前
を
記
し
た
「
明
暦
三
年
能
役
者
付
」
（
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
１１３面打井関考
文
庫
蔵
）
に
、
観
世
座
の
小
鼓
役
者
と
し
て
「
井
関
次
郎
右
衛
門
」
の
名
が
見
え
、
こ
れ
が
あ
る
い
は
二
郎
右
衛
門
家
正
の
こ
と
で
、
面
打
か
ら
小
鼓
役
者
に
転
向
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
井
関
河
内
の
そ
の
他
の
子
供
は
、
多
く
が
医
師
に
転
じ
た
と
見
ら
れ
る
。
右
に
「
井
関
正
伯
父
」
と
見
え
る
の
は
、
曲
直
瀬
玄
朔
に
学
ん
で
、
後
、
幕
府
お
抱
え
の
医
師
と
な
り
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
井
関
玄
説
の
こ
と
で
、
そ
の
二
人
の
兄
弟
、
井
関
玄
秀
・
井
関
玄
東
（
常
立
）
も
、
名
前
か
ら
推
し
て
曲
直
瀬
玄
朔
門
流
の
医
師
で
あ
ろ
う
。
井
関
玄
説
の
医
師
へ
の
転
向
に
つ
い
て
は
、
浅
田
宗
伯
の
『
杏
林
雑
話
」
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
見
え
る
。
井関玄説名常甫、元仮面工［俗二曰二能面打師十］某ノ子、某嘗テ為一一優伶観世氏一、造一一仮面→成ル、使二玄説７齋シ
至一一、観世氏視テ而怒テ曰、拙甚シ、即引一一鉄槌『砕時之ヲ、以テ拠尹玄説一一一、玄説深ク恨ム焉、帰一ァ固ク請レ父二改庁業ヲ為し医卜、
年甫十六、日夜奮励終二為巫名家十、官厭二医員一一一、時二観世氏妻病篤シ、衆医束厚手７観世氏百方因縁受。玄説之療宅、
病漸ク愈、一日玄説謂一一観世氏一一一日子未し識一三吾有ユヲ神符一耶、乃チ出孕錦嚢ヲ於薬寵中「リ｜盃之ヲ、観世氏拝ノ而観ルハ之、
則仮面屑也、因テ告ルー以レ故ヲ曰、不し忘二前辱→、故二有。今栄一、是非下所三以ソ為二神符一考』獣、観世氏聞吟之ヲ、将二容叫二
身ヲ無向卜地、恵爾ｊ謝二其罪『
当時十六歳の井関玄説が父の使いで、面を観世家に届けたところ、観世氏が「拙甚シ」と鉄槌をもって打ち砕き、
玄説に投げつけた。それを深く恨み、業を改めて医師になることを父に懇願した玄説は、日夜奮励の末、高名な官医
と
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
、
観
世
氏
の
妻
の
治
療
に
成
功
し
た
玄
説
が
観
世
氏
に
向
か
っ
て
、
「
我
に
神
符
あ
る
を
知
ら
ず
や
」
と
、
お
も
む
ろ
に
袋
の
中
か
ら
、
か
つ
て
観
世
氏
か
ら
投
げ
つ
け
ら
れ
た
能
面
の
欠
片
を
取
り
出
す
と
、
観
世
氏
も
過
去
の
非
礼
を
詫びた、との後日談が記されている。ここに見える「観世氏」は十世観世大夫重成（安休）であろう。これと似た話が
貞
享
・
元
禄
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
随
筆
「
鴬
笑
子
』
（
異
本
『
翁
草
』
所
収
）
に
も
見
え
る
こ
と
が
、
大
谷
節
子
氏
「
井
関
河
内
守
家
重
の
114
子、玄説の転身理由」（京都観世会館「能』、平成二十年九月）に紹介されている。『鴬笑子』所見の逸話は、父の井関
河
内
に
伴
わ
れ
て
北
七
太
夫
の
も
と
を
訪
れ
た
玄
説
が
、
父
に
対
す
る
横
柄
な
態
度
と
は
対
照
的
に
、
医
師
の
岡
本
玄
冶
に
礼
を
尽
く
し
て
対
応
す
る
北
七
太
夫
の
様
子
を
見
て
、
一
念
発
起
し
医
師
を
志
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
『
杏
林
雑
話
』
が
幕
末
の
刊
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
鴬
笑
子
」
は
貞
享
・
元
禄
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
谷
氏
は
「
未
だ
玄
説
が
生
き
て
い
た
時
代
に
無
名
子
が
書
き
留
め
た
『
鴬
笑
子
」
の
方
が
、
幾
分
か
で
も
真
実
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
井
関
河
内
と
交
流
が
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
観
世
重
成
の
方
で
、
も
っ
ぱ
ら
観
世
家
の
本
面
の
写
し
を
製
作
し
て
お
り
、
一
方
で
、
北
七
太
夫
と
の
接
点
は
い
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
北
七
太
夫
と
の
交
流
を
伝
え
る
『
鴬
笑
子
」
よ
り
も
、
「
杏
林
雑
話
」
の
方
が
、
説
話
的
な
要
素
を
含
む
と
は
い
え
、
よ
り
事
実
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
「
杏
林
雑
話
』
の
時
代
を
さ
ら
に
遡
る
原
典
が
別
に
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
井
関
河
内
の
子
は
そ
れ
ぞ
れ
医
業
の
道
に
進
み
、
面
打
と
し
て
の
系
譜
は
井
関
河
内
を
最
後
に
絶
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
実
作
例
に
見
ら
れ
る
銘
記
や
文
献
資
料
等
を
も
と
に
、
面
打
井
関
家
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
依
然
と
し
て
、
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
井
関
家
の
系
譜
の
概
要
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る。様々な資料を繋ぎ合わせたもので、しかも多くを推測に基づいており、今後、なお補正を要するものであるが、
試
案
と
し
て
こ
こ
に
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
お
わ
り
に
115面打井関考
もちろん、これが井関家の面打の全てではない。岐阜県久瀬村の春日神社蔵般若の彩色下墨書銘に見える「井関」
「山健斎」、京都市の壬生寺蔵閻魔面の面裏に「文禄参年／井関東悦／参月拾五日」と墨書している「井関東悦」（中
村保雄氏が「京都府下の仮面」［『芸能史研究』五十四号、昭和五十一年］で紹介する松尾大社蔵の翁面の作者「井関
井
関
家
以
衞
・
』
Ⅲ
犬 親大
家
政野
三
田
村
国
定
左
衛
門
大
夫
次
郎
左
衛
門
・
八
曲 三田
村
家
へ
養
子
玄玄玄
東薑秀説
家
正次
郎
右
衛
門
作
庵
・
常
立
親
政
家
政太
郎
次
郎
・
次
郎
左
衛
門
井
関
家
久
’
十
兵
衛
・
備
中
守
井
関
家
へ
養
子
、１１６
宋悦」と同人か）、『大野出目家伝書」が「面細工せし人」
と
し
て
挙
げ
る
「
四
郎
兵
衛
、
新
兵
衛
［
鞍
打
］
、
此
両
人
井
関
河
内甥」の井関四郎兵衛・井関新兵衛など、他にも井関姓の
面打の存在が何人も確認されるが、彼らが右の系図に見え
る
人
々
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
、
な
お
不
明
な
点
を
多
く残している。現在各所に伝存する「イセキ◇」「イせキ
◇」などと刻銘した、いわゆる片仮名井関の作品群も、右
の
系
図
に
見
え
る
何
れ
か
の
人
物
の
作
の
可
能
性
も
あ
る
し
、
ま
た
全
く
別
の
井
関
姓
の
人
物
の
作
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
多
賀
大
社には「イせキ◇／休心」と刻銘のある三日月が伝わり、
こ
の
「
休
心
」
に
つ
い
て
、
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
「
河
内
四
代
ノ祖ヲ井関次郎左衛門上総介親信ト云、近江国海津住ス、
入道シテ休心ト号ス」、『面打秘伝書」に「井関上総介（中
略）入道シテ休心ト号ス、大光ニカタラヒ面ヲ打シ」とあ
る
こ
と
か
ら
、
井
関
上
総
守
親
信
に
比
定
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
そ
の作風は親信とは異なり、また別人の作と見られる。しか
し
な
が
ら
、
井
関
家
の
ど
の
人
物
で
あ
る
の
か
は
、
な
お
決
め
手
を
欠
く
の
で
あ
る
。
写真⑰宝生会蔵麹(転載不可）写真⑱同面裏(転載不可）
117面打井関考
その他の井関家の面打として、井関出雲守という人物
にも注目しておきたい。宝生会蔵の蜜（写真⑰⑲）は宝生
家伝来面の一つで、その面裏の額部分と鼻の付け根部分
には「イ」「◇」の刻銘があり、片仮名井関の作例の一
つであるが、面裏の左右両端にはさらに「井関出雲守」
「寄進」の刻銘があって、井関出雲守の作と知られる。
この井関出雲守については、斎藤望氏が前掲論文の中で、
栗原信充の『武器袖鏡』所載の鞍打井関家の系図に、井
関二郎左衛門親政の名乗りが「出雲守」となっている点
に注目され、なにかしらの関連があった可能性を指摘す
る。しかしながら、『武器袖鏡」は時代も下った天保十
四年（一八四三）の編であり、誤伝を少なからず含む点が、
そう断定するのをいささか祷踏させよう。同じく面裏に
漢字で「共関」某と作者銘を刻む作例に、福岡市立博物
館
蔵
の
「
井
関
／
次
左
作
◇
」
と
刻
銘
が
あ
る
白
蔵
主
面
も
あ
り、両者の「井関」の字体は非常によく似通っているが
（写真⑲）、「井関出雲守」と「井関次左」とが同人であ
る
確
証
は
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
な
い
。
写真⑳福岡市博物館蔵近江女写真⑲福岡市博物館蔵白蔵主面の
「井関次左」刻銘
１１８
「正保二年／午五月吉日」
右
は
、
井
関
彦
次
郎
が
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
観
世
家
の
近
江
女
の
写
し
を
制
作
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
こ
こ
に
井
関
彦
次
郎
な
る
面
打
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
井
関
彦
次
郎
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
の
が
、
和
歌
山
県
岩
出
市
の
根
来
寺
に
伝
わ
る
小
癒
見
面
で
あ
る
。
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
面
の
一
つ
で
、
一
部
剥
落
し
た
彩
色
の
下
に
「
［
］
り
観
世
座
小
へ
シ
の
写
／
［
］
井
関
八
曲
斎
七
十
四
の
年
／
［
］
也
」
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
面
の
作
者
、
井
関
八
曲
斎
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
慶
長
期
に
活
動
し
た
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
入
道
八
曲
と
同
人
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
能
面
芸
術
の
形
成
（
下
と
（「國華」一四一一一六号、平成一一十七年、國華社）が、本面の作者について、前掲の「浅井・三田村氏系図』に「親政
八曲」とあることを根拠に、篠山能楽資料館の永禄元年二五五八）の銘にある「井関親政」と同人である可能性を示
唆し、井関八曲斎の活動期を永禄から慶長期と推測されている。しかしながら、右の小癒見面の墨書銘の筆跡が、前
述
の
近
江
女
面
の
墨
書
銘
と
酷
似
す
る
点
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
観
世
座
の
本
面
を
写
し
た
と
あ
る
点
も
共
通
し
、
小
癒
見
面
の
作
者
、
井
関八曲斎は先の井関彦次郎と同人の可能性がかなり高いのではなかろうか。井関彦次郎が七十四歳の井関八曲斎に代
わ
っ
て
墨
書
銘
を
認
め
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
実
的
に
は
墨
書
銘
は
本
人
が
記
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彩
色
層
に
隠
れ
て
い
て
判
読
が
不
可
能
な
墨
書
銘
の
部
分
は
、
近
江
女
面
と
同
じ
く
、
「
江
戸
大
納
言
様
よ
り
」
「
被
仰
付
候
間
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
銘
記
の
文
面
に
も
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
井
関
彦
次
郎
作
の
近
江
女
面
に
は
正
保
二
年
の
銘
ま
た
、
右
記
の
系
図
に
は
見
え
な
い
井
関
姓
の
面
打
に
、
井
関
彦
次
郎
な
る
人
物
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
近
江
女
面の剥落した彩色下の木地に、次のような墨書銘がある（写真⑳）。
「武州江戸大納言様より観世家の／あふミ女のうつし被仰付候間、もう／たうほともちかへす、於京都／井関
彦
次
郎
是
ヲ
う
つ
す
也
」
１１９面打井関考
存
在
が
窺
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
最後に、能面制作史における面打井関家の位置付けについて触れ、本稿の結びとしたい。本稿の末尾に【面打井関
家作例一覧】を掲載し、管見に入った井関家の作例をすべて掲げておいた。ここには墨書銘や刻銘によって井関家の
面
打
の
作
と
知
ら
れ
る
も
の
の
み
を
挙
げ
て
お
り
、
井
関
河
内
の
焼
印
の
み
が
あ
る
作
例
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
が
、
そ
れ
で
も
七
十
六
例もの作例を挙げることが出来る。しかも、その作者として見える人物は、井関親信・親政・備中守・河内のほか、
かなりの数に上っており、また、「イせキ」とのみあって、作者名が明確でないものも少なからず含まれている。戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
井
関
家
の
系
統
が
、
能
面
制
作
の
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
勢
力
は
越
前
出
目
の
系
統
を
優
に
圧
倒
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
井
関
が
制
作
し
た
能
面
に
、
い
く
つ
か
の
「
型
」
の
ある。
が
あ
る
。
一
方
の
井
関
八
曲
斎
に
は
年
記
が
確
認
で
き
な
い
が
、
「
八
曲
斎
」
の
名
は
晩
年
の
名
乗
り
と
思
し
く
、
し
か
も
小
癒
見
面
に
は
七
十
四
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
近
江
女
面
が
制
作
さ
れ
た
正
保
二
年
を
大
き
く
下
っ
た
時
期
の
制
作
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
井
関
八
曲
斎
の
小
癒
見
面
は
、
田
邊
氏
が
推
測
さ
れ
た
よ
う
な
慶
長
頃
の
作
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
井関八曲を名乗る人物にも、慶長期の八曲と、正保以後に活動した八曲斎との少なくとも二人がいたことになるので
あ
る
。
前
者
の
八
曲
が
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
た
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
と
同
人
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
「
二
、
井
関
上
総
守
以
後
の
系
譜
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
後
者
の
井
関
八
曲
斎
は
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
の
次
の
世
代
に
あ
た
る
人
物
で
、
そ
の
晩
年
に家政の名乗りである八曲を襲名したものと推測される。しかしながら、その井関彦次郎（八曲）が井関家の系図のど
こ
に
位
置
す
る
の
か
、
ま
た
、
井
関
彦
次
郎
の
系
統
が
い
つ
頃
ま
で
能
面
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
の
か
は
、
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
面
打
井
関
家
の
初
代
と
目
さ
れ
る
井
関
上
総
守
親
信
の
唯
一
の
現
存
作
例
が
、
土
佐
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
尉
面
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
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こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
菅
江
真
澄
「
月
の
出
羽
路
」
に
見
え
る
、
「
江
州
大
吉
寺
四
位
中
納
言
」
が
「
今
春
座
」
の
「
水
ト
ヒ
テ
」
を
写
し
た
と
い
う
飛
出
面
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
四
位
中
納
言
」
が
西
坊
幸
賢
の
誤
読
で
、
す
な
わ
ち
井
関
親
信
の
囚
男
、
大
光
坊
幸
賢
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
右
の
墨
書
銘
は
、
そ
の
大
光
坊
が
金
春
家
の
大
飛
出
面
の
写
し
を
制
作
したことを示唆している。さらに、関戸氏旧蔵の大光坊作の小面も、何に拠ったものかは不明ながら、「金春小面ウ
ッシ」として紹介されており、やはり金春家の本面を写したものである可能性がある。このことは、井関家の面打が
既に天文年間に金春家の本面に基づく写し面の制作を盛んに行っていた事実を物語っていよう。そして、享禄元年の
尉
面
は
「
井
関
型
尉
」
Ｌ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
通りであるが、これと同じタイプの尉面が井関家の作例に多く見られることが、見市泰男氏「能面考（七）」（「観世』
六
十
七
巻
七
号
、
平
成
十
二
年
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
生
島
宝
厳
寺
・
松
井
文
庫
に
所
蔵
き
れ
て
い
る
尉
面
が
そ
れ
で
、
前者には「大光作」と「Ｍ」の刻銘が、後者には「イせキ◇」の刻銘があり、現行の小尉面に近い表情ながら、雛の
形
状
な
ど
に
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
市
氏
は
こ
れ
を
「
井
関
型
尉
」
と
名
付
け
て
い
る
。
伊
賀
上
野
市
紺
屋
町
蔵
の
役
行
者
面
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
イ
せ
キ
」
作
の
尉
面
も
、
こ
れ
と
同
型
の
面
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
こ
と
は
、
井
関
家
に
お
い
て
同
型
の尉面の写しが作られ、「型」の踏襲が行われていた事実を示していよう。もっとも、右の尉面を「井関型尉」と見
て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
と
い
う
の
も
、
野
田
神
社
蔵
の
「
天
下
一
近
江
」
の
焼
印
が
あ
る
小
尉
、
魚
町
能
楽
会
蔵
の
「
天
下
一
友
閑
」
の
焼
印
が
あ
る
小
尉
、
同
所
蔵
の
出
目
洞
雲
の
作
者
銘
の
あ
る
小
尉
な
ど
、
出
目
姓
の
面
打
の
作
例
に
も
、
同
型
の
尉
面
が
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
出
目
洞
雲
作
の
小
尉
面
に
は
「
金
春
家
之
面
／
小
尉
／
出
目
洞
雲
写
之
／
庸
隆（花押）」と金泥書があり、「金春家之面」の写しである由が記されている。以上を踏まえるならば、このタイプの
尉
面
は
「
井
関
型
尉
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
金
春
家
の
本
面
を
本
歌
に
し
た
も
の
で
、
「
金
春
型
尉
」
と
名
付
け
ら
る
べ
き
も
の
、
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記
を
有
す
る
井
関
親
信
作
の
尉
面
が
、
金
春
型
尉
と
同
型
で
あ
る
の
も
、
同
じ
く
金
春
家
の
面
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
型
を
後
代
の
井
関
家
の
面
打
が
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
、
面
打
井
関
家
に
お
い
て
「
写
し
の
制
作
」
が
き
わ
め
て
重
要
な
技法として伝えられていた可能性を示唆するのである。
アダム・ゾーリンジャー氏は、祐徳稲荷神社蔵の鹿島鍋島藩伝来『能面切型図」に所収の三十四面の切型図を考察
し
、
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
造
形
を
示
す
増
髪
・
喝
食
・
橋
姫
・
三
日
月
・
深
沙
の
五
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
酷
似
す
る
作
例
が
い
ず
れ
も
井
関
家
の
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
佐
賀
鍋
島
の
伝
世
史
料
か
ら
み
た
「
大
名
面
」
の
制
作
と
蒐
集の実態」平成二十二年、風間書房）。その「能面切型図』の成立背景や年代についてはこれまで全く明らかにされ
て
お
ら
ず
、
切
型
図
の
記
述
が
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
写
し
の
制
作
技
術
が
確
立
し
た
江
戸
期
の
資
料
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
切
型
図
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
能
面
の
所
在
と
し
て
「
今
春
太
夫
」
「
観
世
太
夫
」
「
大
和
金
剛
太
夫
」
の
ほ
か
、
「
山
階
坐
」
「
大
和
国
十
二
太
夫
」
な
ど
、
江
戸
初
期
に
は
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
座
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
原
本
は
少
な
く
と
も
江
戸
初
期
以
前
の
成
立
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
「
江
州
南
猿
楽
」
「
山
階
坐
」
と
い
っ
た
近
江
の
猿
楽
座
の
名
が
見
え
、
ま
た
、
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
井
関
家
の
作
例
と
共
通
す
る
面
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
原
本
は
井
関
家
の
面
打
の
間
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能性が想定されるのである。「橋姫」についての記述の中に「本面小弼殿二有」と見える「少弼殿」が誰であるのか
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
国
期
の
江
南
の
守
護
大
名
六
角
定
頼
が
弾
正
少
弼
を
名
乗
っ
て
お
り
、
同
人
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
井
関
家
が
所
属
し
て
い
た
江
北
の
浅
井
氏
と
江
南
の
六
角
氏
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
が
、
天
文
一
一
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
浅
井
久
政
と
六
角
義
賢
（定頼の子）との間で和議が進められ、久政が六角義賢に臣従する形で講和が成立した。浅井久政の嫡男長政は、六角
義
賢
か
ら
偏
諄
を
賜
っ
て
賢
政
と
名
乗
り
、
六
角
氏
の
家
臣
平
井
定
武
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
浅
井
氏
の
六
角
氏
へ
の
従
属
１２２
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
ま
で
続
く
が
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
の
中
で
、
六
角
氏
が
所
持
す
る
能
面
の
情
報
が
江
北
の
井
関
氏
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
私
は
「
能
面
切
型
図
』
の
原
本
が
、
戦
国
期
の
井
関
家
の
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
『
細
川
家
史
料
」
所
収
の
細
川
忠
利
書
状
の
中
に
、
永
井
信
濃
守
所
持
の
小
面
の
写
し
を
井
関
が
制
作
し
、
大
変
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
き
り
か
た
」
な
ど
の
文
字
も
見
え
、
切
型
を
用
い
て
写
し
が
制
作
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
天
文
期
の
段
階
で
既
に
金
春
家
の
写
し
面
の
制
作
を
行
っ
て
い
た
井
関
家
の
工
房
で
は
、
こ
の
よ
う
な
切
型
を
用
い
た
精
巧
な
写
し
の
技
術
が
早
く
に
確
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
写
し
の
制
作
は
、
江
戸
期
に
入
る
と
能
面
制
作
の
最
も
重
要
な
技
法
と
な
る
が
、
そ
の
技
法
の
成
立
に
井
関
家
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
、
能
面
制
作
史
に
お
い
て
、
井
関
家
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
膨
大
な
作
品
を
生
み
出
し
た
井
関
家
は
、
江
戸
前
期
に
入
る
と
能
面
制
作
を
ぱ
た
り
と
止
め
て
し
ま
う
。
井
関
河
内
の
子
供
達
が
面
打
か
ら
医
業
に
転
身
し
た
だ
け
で
な
く
、
井
関
次
郎
左
衛
門
の
系
統
も
、
寛
文
・
延
宝
以
後
は
、
全
く
能
面の作例を遺していない。加越能文庫蔵「御歴代御書写」に、貞享四年（一六八七）一一一月一一十二日、加賀前田藩の細工
人
「
伊
関
新
兵
衛
」
が
五
俵
二
斗
を
加
増
さ
れ
た
由
が
見
え
、
こ
の
「
伊
関
新
兵
衛
」
は
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
に
「
面
細
工
せ
し
人
」
と
し
て
見
え
る
「
井
関
河
内
甥
」
の
「
新
兵
衛
［
鞍
打
］
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
延
宝
以
後
も
全
く
能
面
を
手
掛
け
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
勢
力
は
、
江
戸
期
、
世
襲
面
打
家
と
し
て
多
く
の
分
家
・
弟
子
家
を
派
生
し
、
能
面
制
作
の
一
大
勢
力
と
な
っ
た
出
目
家
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
明
確
な
答
え
を
私
は
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
面
打
井
関
家
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
末
尾
に
、
参考資料として【面打井関家作例一覧】と【面打井関家年表］とを掲げる。前者は銘記・刻銘によって井関家の作と
判明する作例の全てを掲げたもので、一部未見のものも含むが、それらについても先行論文や図録等に基づいて銘記
１２３面打井関考
注（
二
面
打
井
関
家
の
作
例
と
同
じ
く
、
井
関
家
の
作
に
な
る
鞍
に
も
「
◇
」
の
刻
銘
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
鞍
打
印
形
」
等
の
資
料
か
ら
知
ら
れるが、この細工印を刻む鞍の実作例は報告されていないようである。架蔵『辻左仲由緒之略』には、井関家の花押と刻
銘
を
転
記
し
た
傍
ら
に
「
天
正
ノ
時
力
、
革
ノ
内
ニ
ヒ
シ
在
」
と
見
え
、
「
◇
」
の
刻
銘
は
鞍
皮
の
下
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
そ
こから井関家の刻銘が新たに発見される可能性に期待したい。なお、同書は井関家について「元来面シノ家也」とするが、
「
鞍
打
印
形
』
等
に
は
、
大
永
頃
と
さ
れ
る
井
関
家
の
鞍
の
存
在
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
鞍
打
と
し
て
の
活
動
の
方
が
先
行
す
る
も
の
と
、
今
の
情
報
を
記
し
て
お
い
た
（
奉
納
者
の
銘
記
は
省
略
）
。
集
録
に
あ
た
っ
て
は
、
田
邊
三
郎
助
氏
・
斎
藤
望
氏
・
後
藤
淑
氏
等
の
先
行
研
究
に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
は
福
岡
市
立
博
物
館
編
『
能
の
か
た
ち
』
（
平
成
二
十
四
年
、
同
館
）
、
平
泉
寺
白
山
神
社
蔵
翁
は
保
田
紹
雲
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（三）井関十兵衛作の銘記を有する面には、ほかにボストン美術館蔵賢徳面もある。この面は未見であるが、『ボストン美術
館
日
本
美
術
調
査
目
録
』
（
平
成
九
年
、
講
談
社
）
の
解
説
に
よ
る
と
、
「
井
関
十
兵
衛
作
」
の
墨
書
、
鼻
付
根
部
分
に
ｚ
」
の
刻
銘
が
あ
る
といい、「井関河内とは別に桃山時代の近江で制作していたと思われる十兵衛の作で、彼の作品は他に２，３知られてい
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
長
二
年
、
井
関
十
兵
衛
作
の
大
飛
出
面
と
同
一
人
物
の
作
と
思
し
き
作
例
で
あ
り
、
鼻
付
根
部
分
（
三
鞍
打
井
関
家
の
系
統
に
は
、
他
に
井
関
半
次
郎
を
名
乗
る
家
系
も
あ
っ
た
。
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
「
譜
録
」
は
、
後
に
萩
藩
毛
利
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
同
家
の
由
緒
書
で
、
初
代
は
井
関
十
兵
衛
刑
部
入
道
道
種
と
い
い
、
近
江
国
の
出
身
で
、
関
白
豊
臣
秀
次
か
ら
「白」の字を頂戴し、白誠と名を改め、秀次の御奉書によって毛利家に鞍打として召し出されたという。井関十兵衛とい
う
名
乗
り
か
ら
は
、
井
関
十
兵
衛
家
久
・
十
兵
衛
家
重
と
の
関
係
も
予
想
さ
れ
る
が
、
両
者
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
は
い
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
き
た
い
。
し､
０
124
に
「
△
」
の
刻
銘
が
あ
る
と
い
う
点
は
、
「
井
△
」
の
刻
銘
が
あ
る
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
面
と
の
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
調
査
の
た
め
、
井
関
備
中
守
家
久
と
同
人
の
作
か
ど
う
か
は
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
（
四
）
こ
の
石
田
氏
は
近
江
坂
田
郡
石
田
村
の
郷
士
で
、
後
に
豊
臣
秀
吉
に
召
し
出
さ
れ
た
石
田
三
成
も
そ
の
一
族
の
出
身
で
あ
る
。
後
述
の
寛
政
七
年
「
由
緒
書
』
に
は
、
井
関
家
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
石
田
家
の
系
譜
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
石
田
三
成
の
父
に
あ
た
る
石
田
正
継
か
ら
数
え
て
五
代
目
の
子
孫
の
石
田
吉
兵
衛
善
長
が
井
関
河
内
の
娘
「
万
」
の
夫
に
あ
た
り
、
そ
の
子
吉
兵
衛
長
得
は
井
関
常
立（井関河内の息子）の門弟となって医道を学び、後に井関姓に改めている。「由緒書」に基づき、石田家の系図を示すと
注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
田
正
継
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
石
田
敬
徳
の
名
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
五
太
夫
、
又
少
左
衛
門
ト
称
ス
、
後
改
友
雪
」
と
注
記
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
観
世
黒
雪
の
弟
子
で
、
元
和
卯
月
本
の
刊
行
で
知
ら
れ
る
石
田
少
左
衛
門
友雪その人であろう。天野文雄氏「光悦と能」（「特別展光悦と能』、平成十一年、ＭＯＡ美術館）が指摘するように、石
田友雪は幼少時を近江海津で過ごし、寛永八年には、海津天神社に「三十六歌仙扁額」を奉納しているが、友雪が海津に
住んでいたのも、浅井氏の没落によって石田村から逃れてきた可能性があろう。「由緒書」は、その敬徳の子「某」にも
言及し、「父子トモ無比能書、歌仙筆書也」と注記するが、この人物は謡本をも残している石田松雪斎了進か石田松玄斎
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
石
田
正
継
戸定継戸鯏ＩＦ繩
吉
右
衛
門
少
左
衛
門
維
継
ｌ
長
継Ｈ酬矧石田善長１石目井関一長得ｌ井関長篤
吉
兵
衛
吉
兵
衛
吉
兵
衛
１２５面打井関考
（五）浅井氏の滅亡後に故地を離れ、武具の制作に携わっていたものに、浅井重兵衛なる人物もいる。『甲冑・鐙・刀装具』
（平成九年、石川県立歴史博物館）所載の「先祖由緒帳丼一類附帳』によると、加賀藩お抱えの甲冑師浅井伝太郎の先祖は
浅
井
重
兵
衛
勝
光
と
い
い
、
浅
井
長
政
の
従
弟
で
あ
っ
た
が
、
戦
場
で
負
傷
し
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
た
め
、
鍛
冶
細
工
に
携
わ
っ
た
と
い
う
。
浅
井
氏
滅
亡
後
に
甲
冑
師
と
し
て
上
杉
謙
信
に
抱
え
ら
れ
、
謙
信
の
没
後
は
京
都
に
住
ん
で
、
徳
川
家
の
細
工
御
用
を
勤
め
、
そ
の
後
、
加
賀
前
田
家
に
抱
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
（
六
）
海
津
西
浜
の
青
光
院
は
同
寺
に
伝
わ
る
縁
起
「
源
智
山
真
照
寺
青
光
院
略
縁
起
』
に
よ
る
と
、
関
ヶ
原
合
戦
の
際
に
焼
失
し
、
荒
廃
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
僅
か
に
残
っ
た
六
斎
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
て
い
た
「
井
関
十
兵
衛
家
重
」
が
、
地
蔵
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
、
徳
川
家
綱
の
子
息
の
眼
病
を
見
事
治
療
し
て
数
々
の
褒
美
を
賜
り
、
井
関
河
内
守
の
許
し
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
堂
舎
を
寄
進
し
た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
青
光
院
は
井
関
河
内
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
寺
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
右
に
眼
病
の
治
療
の
一
件
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
河
内
の
息
子
井
関
玄
説
（
医
師
）
と
の
混
同
が
疑
わ
れ
よ
う
。
実
際
、
「
源
智
山
真
照
寺
青
光
院
略
縁
起
』
に
は
、
随
所
に
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
見
ら
れ
、
貼
紙
以
前
の
本
文
に
は
、
「
井
関
河
内
ハ
法
服
の
二
字
の
官
位
を
許
さ
れ
」
と
、
井
関
河
内
が
褒
美
に
よ
っ
て
法
服
位
を
許
さ
れ
て
、
井
関
玄
説
法
服
と
名
を
改
め
た
、
と
あ
り
、
井
関
河
内
家
重
と
そ
の
子
玄
説
と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
青
光
院
を
再
興
し
た
の
は
井
関
玄
説
で
あ
り
、
『
海
津
村
郷
土
誌
」
に
も
「
現
今
ノ
本
堂
ハ
元
禄
五
年
、
井
関
法
服
ノ
再
興
セ
シ
モ
盛
直
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
松
雪
斎
了
進
は
友
雪
の
子
で
は
な
く
、
弟
で
あ
っ
た
が
、
「
三
十
六
歌
仙
一
扁
額
」
で
は
兄
友
雪
と
と
も
に
揮
毫
し
て
お
り
、
友
雪
の
子
と
誤
認
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
由
緒
書
」
に
は
、
石
田
善
長
の
父
石
田
吉
兵
衛
則
継
が
、
村
上
周
防
守
に
仕
え
る
石
田
吉
右
衛
門
亮
継
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
亮
継
の
急
死
の
た
め
、
家
督
を
相
続
し
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
そ
の
記
述
の
中
に
「
吉
右
衛
門
自
筆
之
調
本
一
冊
」
を
今
に
所
持
す
る
、
と
あ
っ
て
、
吉
右
衛
門
亮
継
が
謡
本
の
書
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の
系
図
に
よ
れ
ば
、
吉
右
衛
門
は
石
田
友
雪
の
叔
父
に
あ
た
り
、
石
田
家
と
謡
と
の
関
わ
り
の
前
史
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
「
由
緒
書
」
が
伝
え
る
石
田
友
雪
の
「
敬
徳
」
「
五
太
夫
」
と
い
う
名
乗
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
他
の
資
料
で
確
認
さ
れ
て
お
「由緒書」が伝える石田友
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
１２６
６
黒
川
能
上
座
蔵
黒
髭
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
ク
ロ
ヒ
ヶ
／
次
之
介
作
」
）
７黒川能上座蔵鷹（面裏朱漆銘「井関／タカノオモテ／次之介作」）
８河村隆司氏旧蔵天神（面裏朱漆銘「井関／テンジン／次之介作」）
９
福
岡
市
博
物
館
蔵
大
飛
出
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
大
と
ひ
て
／
備
中
守
作
」
）
５本村井神社蔵毘沙門面（面裏朱漆書銘「江州浅井郡大吉寺住／西ノ坊／恵久法印作／毘沙門／六十四歳時／於不勤山／天正二年一一一
４
片
山
能
楽
保
存
財
団
蔵
飛
出
面
（
面
裏
刻
銘
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
、
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
作
／
四
十
七
歳
ノ
造
也
」
「
千
時
【面打井関家作例一覧】
１土佐神社蔵尉（彩色下墨書銘「江州坂田北郡／住人井関［上総守］／源親信作也／千時享［禄］元年／八月十六日」）
２篠山能楽資料館蔵般若（面裏鼻上部刻銘「◇」。彩色下墨書銘「江州北郡住／井関親政作」「永禄元年壬六月吉日」）
３柏原町八幡神社蔵尉面（面裏額部分刻銘「江北大光作Ｍ」、彩色下墨書銘「江州北郡大吉寺西之坊住持／恵鎮（花押と「衆人（梵字
弘治参年十一月十三日」）
月五日」）
タラーク）愛敬」）
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
享
保
九
年
「
明
細
帳
」
に
も
「
当
寺
大
施
主
江
戸
二
而
井
関
玄
説
法
眼
」
と
あ
る
。
そ
の
再
興
以
前
の
寺
号
が
真
照
寺
で
、
井
関
玄
説
が
同
寺
を
再
興
す
る
に
あ
た
り
、
父
河
内
の
戒
名
を
取
っ
て
、
青
光
院
と
寺
号
を
改
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
（付記）
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
（
Ｂ
）
「
能
・
狂
言
面
の
創
出
と
派
生
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」
（
課
題
番
号
２
３
３
２
０
０
５
６
，
２
０
１
１
～
２
０
１
４
年
度
、
研
究
代
表
者
・
大
谷
節
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
127面打井関考
、
茂
山
千
五
郎
家
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
備
中
守
作
ご
ｎ壬生寺蔵閻魔面（面裏墨書銘「文禄参年／井関東悦／参月拾五日」）
、松尾神社蔵尉面（面裏墨書銘「井／宗悦（花押）／関」）
咀某所蔵大飛出（彩色下墨書銘「江州北郡／井関十兵□／慶長二年／正月吉日／大□□」）
ｕ薬莱神社蔵大癒見（面裏墨書銘「井関備中守作／大ヘシ（花押）／慶長三年六月日ご
砠黒川能上座蔵橋姫（面裏墨書銘「井関備中守作／ハシヒメ（花押）／慶長十三年一一一月日」）
肥ステファン。Ｅ・マーヴィン氏蔵大喝食（面裏朱漆銘「井関備中守作／カッシキヲモテ（花押）／三月吉日」）
Ⅳボストン美術館蔵尉（面裏墨書銘「井関十兵衛作」、面裏鼻上部に刻銘ｚ」）
肥
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
（
面
裏
額
鼻
部
刻
銘
「
井
」
「
合
）
四宝厳寺蔵小尉（面裏額鼻部刻銘「大光作」「凶」）
加
多
賀
大
社
蔵
茗
荷
悪
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
脚
」
）
Ⅲ
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
Ｍ
」
）
皿東京国立博物館蔵宝来女（面裏額部分刻銘「井関大光坊作」）
朋日坂春日神社蔵般若（彩色下墨書銘「江北住人」「山健斎（花押）／」）
別須受八幡宮蔵蛙（面裏刻銘「イせキ◇」、彩色下墨書銘「江州坂田北郡住人／井関□也」）
閉
銭
仙
会
蔵
曲
見
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
／
家
政
／
直
之
』
別
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
近
江
女
面
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
武
州
江
戸
大
納
言
様
よ
り
観
世
家
の
／
あ
ふ
ミ
女
の
う
つ
し
被
仰
付
候
間
、
も
う
／
た
う
ほ
と
も
ちかへす、於京都／井関彦次郎是ヲうつす也」「正保二年／午五月吉日」）
〃根来寺蔵小癒見（彩色下墨書銘「［
］
り
観
世
座
小
へ
シ
の
写
／
［
］
井
関
八
曲
斎
七
十
四
の
年
／
［
］
也
」
）
肥
魚
町
能
楽
会
蔵
小
面
（
面
裏
金
泥
書
銘
「
寛
永
乙
亥
／
今
春
本
面
／
井
関
写
／
家
重
（
花
押
こ
）
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４８４７４６４５４４４３４２４１４０３９３８３７３６３５３４３３３２３１３０２９
魚町能楽会蔵大癒見（面裏朱漆書銘「行年七十三歳／源家重（花押と、焼印「天下一河内」）
某所蔵曲見（彩色下墨書銘「武州於江戸／寛永十六年二月吉日／井関河内大橡／源家重」、焼印「天下一河内」）
福岡市博物館蔵深井（彩色下墨書銘「武州江戸ニテ／正保四年八月吉日／井関河内大抵源家童作」）
佐野美術館蔵那郷男（彩色下墨書銘「正保四年［］」「［］河内大抵／源家童作」）
東湖八坂神社蔵小尉（彩色下墨書銘「武州江戸ニテ／慶安四年弐月吉日／井関河内極／源家童作」、焼印「天下一河内」）
鎮仙会蔵小面（彩色下墨書銘「慶安五年／卯月十五日／城州於京都／井関河内大抵／源家童作」）
宝生会蔵墾（面裏額鼻部分刻銘「イ」「◇」、面裏両端刻銘「井関出雲守」「寄進」）
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
関
／
次
左
作
◇
』
篠山能楽資料館蔵大飛出（面裏鼻奥刻銘「◇』
宇佐神宮蔵白色尉（面裏鼻中央部刻銘「◇」）
野村美術館蔵小天神（面裏鼻中央部刻銘「◇」。「◇」の刻銘を埋めて「赤鶴」と朱書きする）
長滝白山神社蔵喝食（面裏鼻上部刻銘「◇」。次の霊女と同じ作者か）
ベルン歴史博物館蔵霊女（面裏鼻上部刻銘「◇」）
平泉寺白山神社蔵白色尉・黒色尉（面裏刻銘「◇」）
関春日神社蔵霊男（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
日坂春日神社蔵飛出（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
エッセン民族博物館蔵白蔵主（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
ステファン。Ｅ・マーヴィン氏蔵今若（面裏額部分刻銘「イせキ◇」。次の那郵男と同じ作者か）
長崎諏訪神社蔵那郵男（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
粟谷能夫氏蔵平太（面裏額鼻部分刻銘「イせキ◇」）
129面打井関考
６８６７６６６５６４６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０４９
敦
賀
市
気
比
神
宮
蔵
朝
倉
尉
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
ィ
せ
キ
◇
」
）
伊賀上野市紺屋町蔵尉（役行者）（面裏刻銘額鼻部分刻銘「イせキ◇」）
茂山忠三郎家蔵猿（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
野村美術館蔵姥（面裏額部分刻銘「ィせキ◇（花押と。次の若女・若男・朝倉尉と同一花押。同じ作者か）
生面神社蔵若女（面裏額部分刻銘「イせキ◇（花押と）
金桜神社蔵若男（面裏額部分刻銘「イせキ◇（花押と）
某所蔵朝倉尉（面裏額部分刻銘「イせキ◇（花押と。内藤泰二氏『観る」による）
魚町能楽会蔵賢徳（面裏鼻部刻銘「◇ご
多賀大社蔵三日月（面裏額部分刻銘「イせキ◇休心」）
金桜神社蔵増髪（面裏鼻部刻銘「イせキ◇」。左端部の彩色下に墨書銘が確認される。次の橋姫と同じ作者か）
多賀大社橋姫（面裏鼻部分刻銘「イせキ◇」）
松井文庫蔵小尉（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
日枝神社蔵擢（面裏額部分刻銘「イせキ◇』
熊
野
本
宮
大
社
蔵
姥
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
』
那谷寺蔵父尉（未見）
関
春
日
神
社
蔵
若
い
女
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
ご
ボストン美術館蔵眉露（面裏刻銘「イせキ◇」）
長浜市足柄神社蔵茗荷悪尉（面裏額部分刻銘「イセキ◇」）
長浜市足柄神社蔵大天神（面裏額部分刻銘「イセキ◇」）
篠
山
能
楽
資
料
館
蔵
喝
食
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）
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【面打井関家年表】
享
禄
元
年
八
月
十
六
日
天
文
十
二
年
五
月
十
九
日
弘
治
三
年
十
一
月
十
三
日
弘
治
四
年
正
月
二
十
九
日
永
禄
元
年
閏
六
月
天正二年一一一月五日
天
正
十
六
年
二
月
天
正
十
七
年
六
月
文
禄
三
年
三
月
十
五
日
慶
長
二
年
正
月
慶
長
三
年
六
月
7５７４７３７２７１７０６９
国（文化庁）蔵黒色尉（面裏額部分刻銘「イセキ◇」）
泉屋博古館分館蔵泣増（面裏額鼻部刻銘「イセキ◇」）
善竹忠一郎家蔵通円（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
善竹忠一郎家蔵尼（面裏額部分刻銘「イせキ◇」）
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ピ
ッ
ト
・
リ
ヴ
ァ
ー
ス
博
物
館
蔵
痩
男
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
関
」
）
菅生石部神社蔵白色尉（面裏刻銘「イせキ◇」）
菅
生
石
部
神
社
蔵
増
女
（
面
裏
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）
井関親信（上総守）、尉面を制作する（土佐神社蔵彩色下墨書銘）
大光坊幸賢、春日神社本地仏の制作する（春日神社蔵本地仏足裏墨書銘）
大光坊幸賢（四十七歳）、飛出面を制作する（片山能楽保存財団蔵面彩色下墨書銘）
大光坊幸賢（四十八歳。井関上総守四男）、小面面を制作する（関戸氏旧蔵面彩色下墨書銘）
井関親政、般若面を制作する（能楽資料館蔵般若面彩色下墨書銘）
大吉寺西之坊恵久法印、不動山において毘沙門面を制作する（本村井神社蔵毘沙門面朱漆書銘）
井関某、金貝蒔絵鞍を制作する（紀州東照宮蔵鞍墨書銘）
井関某、黒漆塗鞍を制作する（紀州東照宮蔵鞍墨書銘）
井関東悦、閻魔面を制作する（壬生寺蔵面裏墨書）
井関十兵衛、大飛出面を制作する（個人蔵面裏墨書銘）
井
関
備
中
守
、
大
癒
見
面
を
制
作
す
る
（
薬
莱
神
社
蔵
面
裏
墨
書
銘
）
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慶
長
九
年
七
月
慶
長
十
年
正
月
慶
長
十
三
年
三
月
慶長十九年三月一一十五日
元和四年十二月一一十一一日
寛
永
三
年
七
月
寛
永
三
年
十
二
月
九
日
寛
永
三
年
十
二
月
二
十
四
日
寛
永
五
年
三
月
十
五
日
寛
永
五
年
八
月
六
日
寛永五年十二月一一十五日
寛
永
七
年
七
月
寛
永
八
年
寛
永
十
年
八
月
一
日
寛
永
十
年
九
月
九
日
寛
永
十
一
年
寛
永
十
二
年
寛
永
十
六
年
二
月
寛
永
十
六
年
寛
永
十
八
年
五
月
五
日
井関某、越前北庄において南蛮人蒔絵鞍を制作する（神戸市立博物館蔵鞍居木裏墨書銘）
井関次郎左衛門尉入道八曲作の獅子頭、伊夫岐神社に奉納きる（伊夫岐神社蔵獅子頭銅板銘）
井関備中守、橋姫面を制作する（黒川能上座蔵面裏墨書銘）
井関太郎二郎、多賀不動院別当の慈性に面の製作・彩色法を教える（慈性日記）
井関河内の息子玄説、近江海津に生る（墓碑銘）
井関某、雛菊蒔絵鞍を作る（高津古文化会館蔵鞍居木裏墨書銘）
井関備中守家久没（青光院過去帳）
井関河内、海津西浜の宗泉より屋敷を買得（鴻山文庫旧蔵「永代売渡申屋敷之事」）
江戸の井関二郎左衛門方に慈性参着（慈性日記）
井関太郎次、慈性より銀子を受け取る（慈性日記）
井関河内の先妻（桂田氏）没（青光院過去帳）
井関、永井信濃守所持小面の写しを制作する（永青文庫蔵細川三斎書状）
井関河内の息子玄説、江戸に来住（墓碑銘）
井関河内、出目源介とともに白書院外縁通にて将軍に御目見（酒丼家本江戸幕府日記）
井関、白書院御縁にて将軍に御目見（酒井家本江戸幕府日記）
井関河内の娘万、江戸に生る（個人蔵『井関室人行状」）
井関河内、小面面を制作する（魚町能楽会蔵面裏金泥書）
井関河内、江戸において曲見面を制作する（個人蔵面彩色下墨書）
井関万、父母とともに近江に帰国（個人蔵「井関室人行状こ
井
関
太
郎
二
郎
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
木
地
御
鞍
を
進
上
し
、
大
津
惣
代
・
将
棋
の
役
者
と
と
も
に
将
軍
に
御
目
132
慶
安
三
年
九
月
九
日
慶
安
四
年
四
月
慶
安
五
年
四
月
十
五
日
明
暦
元
年
正
保
四
年
八
月
正
保
四
年
九
月
九
日
正
保
四
年
某
月
慶
安
元
年
五
月
五
日
慶
安
元
年
九
月
九
日
慶
安
二
年
五
月
五
日
正
保
三
年
五
月
五
日
正
保
二
年
五
月
寛
永
十
九
年
五
月
五
日
正
保
二
年
五
月
五
日
見（酒井家本江戸幕府日記）
「井関父子」、江戸城白書院落縁にて碁打・将棋指・大津惣代とともに御目見（酒井家本江戸幕府
日記）
「
鞍
打
井
関
」
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
碁
打
・
将
棋
指
・
大
津
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記）井関
彦
次
郎
、
江
戸
大
納
言
の
命
に
よ
り
観
世
家
の
近
江
女
の
写
し
を
制
作
す
る
（
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
彩
色
下
墨書銘）
井関河内、江戸城白書院にて碁打「一一一知」・大津町人惣代とともに御目見（酒井家本江戸幕府日
記）井関
河
内
、
江
戸
に
お
い
て
深
井
面
を
制
作
す
る
（
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）
井
関
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
本
阿
弥
ら
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）
井関河内、那郵男面を制作する（佐野美術館蔵面彩色下墨書）
「鞍打井関」、江戸城白書院にて御目見（酒井家本江戸幕府日記）
「伊関河内」、紺屋五郎右衛門、碁・将棋ざしとともに将軍に御目見（内閣文庫本御日記）
「
井
関
太
左
衛
門
」
、
江
戸
城
白
書
院
落
縁
に
て
紺
屋
五
郎
右
衛
門
・
大
津
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸幕府日記）
井関、狩野右近らとともに江戸城白書院にて御目見（酒井家本江戸幕府日記）
井関河内、江戸において一一一光尉面を制作する（東湖八坂神社蔵面彩色下墨書）
井関河内、京都において小面面を制作する（鏡仙会蔵面彩色下墨書）
井
関
河
内
、
出
目
一
一
一
十
郎
と
と
も
に
江
戸
幕
府
の
配
当
帳
に
名
前
が
見
え
る
（
金
春
宗
家
蔵
「
公
儀
・
諸
向
古
133面打井関考
寛
文
元
年
五
月
五
日
寛
文
二
年
五
月
五
日
寛
文
二
年
十
一
月
一
一
十
三
日
寛
文
三
年
正
月
二
日
寛
文
四
年
五
月
五
日
寛
文
三
年
九
月
二
十
七
日
寛
文
十
三
年
二
月
十
一
日
貞享四年三月一一十一一日
万
治
二
年
五
月
五
日
万
治
二
年
九
月
九
日
万
治
三
年
五
月
五
日
明
暦
三
年
四
月
二
十
日
明
暦
三
年
五
月
五
日
明
暦
三
年
十
月
三
日
明
暦
三
年
キ
書
附
写
集
乞
井関河内没（永運院過去帳・青光院過去帳）
鞍工の「伊関太郎次郎」、江戸城に参上（柳営日次記）
井関河内の息子井関次郎右衛門没（、水運院過去帳・青光院過去帳）
この年頃の編と思われる五座能役者付に観世座
の
小鼓役
者
として
井
関次郎
右
衛門の
名
あり（
観世
新九郎家文庫蔵明暦三年能役者付）
「御鞍師伊関二郎右衛門」、江戸城に参上（柳営日次記）
井関次郎左衛門、江戸城に参上（柳営日次記）
「鞍工井関太郎次郎」、江戸城に参上。「御鞍晉井関豊治郎」、白書院にて扶持を下され、御礼を
申し上る（柳営日次記）
「鞍工井関治郎左衛門」、江戸城白書院畳縁にて将軍に御目見（柳営日次記）
井関次郎左衛門、江戸城黒書院にて将軍に御目見（柳営日次記）
御細工頭井関与五郎、日光御供を仰せ付けらる（柳営日次記）
井関治郎左衛門、江戸城白書院板縁にて扶持を下さる（柳営日次記）
鞍打井関次郎右衛門、江戸城白書院にて将軍に御目見（柳営日次記）
井関河内の息子井関市之助没（永運院過去帳）
井関河内の後妻（坂本氏）没（、水運院過去帳）
加賀前田藩の細工人「伊関新兵衛」、五俵二斗加増ざる（加越能文庫蔵「御歴代御書写」）
